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1 . は じめ に

1 . 1 概略

H S K と は ､ 中国の 教育部が設けた｢ 漢語水平考試+ の 略称で ､ 中国語を母 国語 と しな い 中国

語学習者 の ため の 中国国家唯
一 公認 の 中国語能力認定標準化国家試験で ある ｡ こ の 試験で

一

定の 級を取得す る こ とは ､ 中国留学に際 し不可欠な条件になり つ つ あり ､ 受験 に関する学生

へ の 指導の 必要性の 高さを感 じて い た ｡ そ こで ､ 2 005 年に は試験 に 関する解説と今後の 展望

に つ い て ､ 北京大学､ 東京外国語大学､ 愛知大学､ 日本学生支援機構か ら関係者を招聴し､

学内外に対して フ ォ
ー

ラ ム を開催 した ｡ 200 6 年2 月 には ､ 北京大学対外漢語学院から ､ H S K

教育の 専門家で ある劉超英先生と遁延風 先生を招碑 し､ H S K の 受験対策の た め の 集中準備講

座を開講 した ｡

1 . 2 現状

中国国内で は ､ 北京大学等の 大学が中心 とな っ て ､ 受験用対策講座等を開講して い る ｡ 日

本国内で は ､
一

部の 私立大学な どで ､ 大学の授業の 中国の 専門科目の
一

環 と して実施して い

る もの や ､ 外国語教育セ ンタ ー な どが講座を開 い て い る大学もあ る ｡

新潟大学で は ､ 現在､ 全学向けの こ の ようなH S K - の 受験対策講座 は見当た ら か ､ ｡ 学生

か らは ､ 昨年の フ ォ
ー

ラ ム の ア ン ケ ー トな ど､ 本学の 中国語教育に対し ｢ ネイ テ ィ ヴの 授業

*
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で ありながら､ 日本語で行われて い るた め ヒ アリ ン グ能力がつ か な い ｡ + ､ ｢ 語学検定試験 へ の

対策は不十分 である+ などの 意見が 出されて い た ｡

そ こで ､ こ の ような問題に対処すべ く ､ 北京大学対外漢語教育学院の H S K 教育の 専門家に

よ る ､ 中国語 の ｢ 聞く､ 書く､ 読む+ の 総合的な理解力ア ッ プを目指した ､ 中国語 の 特別集

中講座を行なうこ ととな っ た ｡

( 藤田益子)

2 . 漢語水準考試 ( H S K) の 概要

｢ 漢語水平考試+ の 略称で ､ 中国語を母国語 と しな い 中国語学習者 の た め の 中国国家唯
一 公

認の 中国語能力認定標準化国家試験で ある ｡ 中国の 国家漢語水平考試委員会は ､ H S K の 全権

を担い ､ 中国国内外の H S K を主催 し､ H S K 証書 ( 漢語水平証書) を発行する ｡

現在､ より具体的 な目的に応 じて中国語の 運用能力 が測 れ るよう､ 従来の H S K に加え､ ビ

ジ ネス や観光に照準を絞り込ん だ新 しい種類 の H S K の 開発が進ん で い る ｡

以下 ､ 主なもの を簡単に紹介す る ｡

2 . 1 H S K ( 従来か らの基本的な中国語の 能力試験)

2 . 1 . 1 H S K の役割

(1) 中国留学 - の パ ス ポ ー

ト

1 995 年1 2月 ､ 中国国家教育委員会は ､ 中国の 各大学に対 して外国人留学生 の 入学にあた っ

て は ｢ H S K 証書+ を基準にする よう正 式な規定 (｢ 外国人留学生が漢語水平証書によ り大学

入試を行う こ と に つ い て の規定+) を設けた ｡

規定で は ､ 中国の 大学で 四年制の 大学教育を受けようとする外国人留学生 は ､ 必ずH S K を

受験 し､ 専門ご とに示 され た最低 レ ベ ル の ｢ H S K 証書+ を取得して初め て正式に大学に入学

する こ とが出来る と定め られ ､
199 6 年より施行されて い る ｡

2

また ､ 多くの 大学で 語学研修

コ
ー ス ( 漢語進修生) の ク ラス 分 けにもH S K が利用 さ れてお り､ 中国の 大学に留学しようと

する場合､ 各大学で定め られた
一

定の 基準と して ｢ H S K 証書+ に よ る ｢ 級+ の 認定が必要と

な っ て い る ｡ つ まり､ H S K 証書は中国留学へ の パ ス ポ ー トと い うこ とに なる ｡

(2)中国語能力を証明する公的資格

また ､ H S K は 中国語学習者にと っ てその 語学力を試 し､ 公的資格を得るチ ャ ンス で ある ｡

就職 ･ 転職 ､ そして国際的な場 で活躍す る舞台を広げるた め の 中国語能力の基準証 明と して

重要な役割を果 たす｡

2
. 1 . 2 実施状況

H S K 試験 は ､ 中国国内の3 3 の 主要都市で 5 月､ 7 月 ､ 12 月の年 3 回実施して い る ほか､ 海

外で は シ ン ガ ポ ー

ル ､ フ ィ リ ピン ､ マ レ
ー シ ア ､ イ ン ドネシ ア､ タイ ､ ミ ャ ン マ ー

､
ベ トナ

-

50 -
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ム ､ 日本 ､ 韓国､ アメ リカ ､ カナ ダ､ ロ シ ア ､ ハ ン ガ リ
ー

､ ドイツ ､
フ ラ ン ス ､ イタ リ ア ､

イギリス ､ オ ー ス トリ ア ､ ベ ル ギ
ー

､ フ ィ ン ラ ン ド､ ス ウ ェ
ー

デ ン ､ デ ン マ
ー

ク ､ オ
ー ス ト

ラリ ア ､
ニ ュ

ー ジ ー

ラ ン ド､ ス ペ イ ン ､ チ ェ コ 共和国､ モ ン ゴ ル 共和 国､ ブ ル ガ リ ア ､ ス イ

ス ､ メ キ シ コ ､ オ ラ ン ダ､
ウ ク ライ ナ､ セ ル ビ ア共和国等33 カ 国9 2都市で実施さ れて い る ｡

外国企業の 中国進出や 中国 - の留学生 の増加を背景にH S K 受験者の 数も年々増えて おり､

2 004 年 9 月現在､ H S K の 累計受験者数は ､ 世界12 0 カ 国の40 万人と な っ た ｡

日本で は ､ 春季は東京 ､ 名古屋 ､ 大阪で ､ 秋季は東京 ､ 名古屋 ､ 大阪 ､ 福岡､ 沖縄で ､ 年

に 2 回実施されて い る ｡

2 .
1

.
3 試験 の概 略

H S K は ､ 基礎漢語水平考試､ 初中等漢語水平考試と高等漢語水平考試か らな っ て おり ､ 受

験者が 同
一

の 試験問題 ( H S K 基礎は ヒ アリ ン グ ､ 文法､ 読解の 3 種類140 間､
H S K 初 中等は

ヒ ア リ ン グ ､ 文法､ 読解 ､ 総合穴埋 め の 4 種類17 0 問) に取組み ､ 受験者 の 得点 ( ス コ ア) を

それ ぞれの等級 (基礎 1 級
-

3 級､ 初中等 3 級 - 8 級) に換算 し ( 級の 多い 方が上級) ､ 規

定の等級に達すれば ､ 中国国家漢語水平考試委員会より｢ 漢語水平証書 ( H S K 証書) + が授与

さ れ る ｡

< H S K 等級と証書の種類 >
3

Ef 竪監姦曹

< H S K 証書､ 成績表の サ ン プル >
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2 . 1 . 4 H S K 証書の 効用

①中国の 大学に正規留学を希望 し､ 学歴取得の た め の教育を受ける際に ､ 要求される 中国語

能力の 証明となる ｡

②所定の 等級の 中国語課程の 履修を免除する際 の 証明とをる ｡

③求人側が 中国語要員 と して採用する際の 中国語能力認定証明と して用 い られる ｡

④就職する際の 中国語能力基準証明として用 い られ る ｡

2
. 2 ビ ジネス H S K (正式名称 : 商務H S K)

2
, 2 . 1 ビジネス H S K の 役割

(1) ビジ ネス で 通用する 中国語能力の 指標

｢ ビジネス H S K+ は ､ ビジ ネス に従事する 中国語 を母語 と しな い 方の 中国語 レベ ルを測 るた

め に考案された ス タ ン ダ ー ドな国家試験で あり､ 中国国家漢語水平考試委員会が北京大学に

委託 して 開発され た もの で あ る｡ 英語で はC hin e s e P r o fi ci e n c y T e s t f o r B u si n e s s と呼ば れ

る ｡ ビジネス H S K で は ､ ビジネス や 日常生活､ 社会的交流 の なか で ､ 実際に 中国語を用 い て

コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ンを行う能力が測 られる ｡

ビジネス H S K は ､ ビジネス に従事する者の 中国語 レ ベ ル を評価する必要 の ある全世界の 各

種機関の 需要を充たすもの で ある ｡

(2)試験の 用途

その 主な用途 に は具体的に以下の ようなもの がある ｡

①組織における採用 ､ 選抜 ､ 養成な どの 人事面で の 決定に際して ､ 関係者の ビジネス 中国語

レ ベ ル を評価する参考材料を提供する ｡

②大学な どにお ける学生募集､ ク ラス 分けの 決定に際して ､ 学生 の ビジネス 中国語 レ ベ ル を

評価する参考材料を提供する ｡

③中国語学習者が ､ 自分の ビジネス 中国語 レベ ル を理解し､ い っ そう向上させ る ため の 参考

材料を提供す る ｡

④教育機関､ 養成関連機関で の 教育 ･

ト レ
ー ニ ン グ効果を評価する参考材料を提供する ｡

2
.
2

. 2 受験対象者

ビジ ネス H S K の対象者は ､ 母国語が中国語で は か 堵 で ある ｡ 中国語の レ ベ ル が H S K ･

3

- 5 2 -



『統合的な中国語能力の 要点』

級 ( 基礎H S K
･

A 級も しくは初級H S K ･ C 級) 以上 に相当する者が ､ 受験に適 して い る｡

2 . 2 . 3 試験の概 略

2 00 4 年2 月下旬に は ､ 北京大学にお い て ビジ ネス H S K 専門家グ ル
ー プによ る最初 の 会議が

開かれ ､ 言語学､ 英語試験､ H S K 試験 ､ 文化 ､ ビ ジネス ､ 教育統計､ 試験評価などの 各分野

の 専門家に よ っ て ､ ビジ ネス H S K の試験紹介､ 試験大綱､ 等級基準 ､ 出題サ ン プル ､ 評価基

準､
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能力項目表､ およ び常用語旬表な どの 文章に つ い て ､ 検討が なされ

た ｡ 研究開発事務局 で は ､ 同年の 9 月 ､ 10月 に ､ 北京､ 上海､ アメ リ カ ､ 韓国の 四 つ の会場

で ､ 大規模な試行試験を実施した ｡ 今後は ､ 世界規模で 本試験を実施して い く予定で ある ｡

(藤田益子)

3 . 北京大学対外漠譜教育学院と漢語水準考試 ( H S K)
iv

3 . 1 北京大学対外漢語教育学院

北京大学は ､ 様々 な分野 の 学術研究にお い て 中国屈指の
一

流大学あり ､ 対外中国語教育の

分野 でも最も古い 歴史を持つ 学校の 1 つ で ある ｡ 中華人民共和国成立以来､ 初の外国人留学

生向け中国語研修ク ラス を設置 し､ 海外 に初 の 中国語 の教授を派遣 ､ 対外中国語教材 『漢語

教科書』 を出版する な ど各方面で ､ その 教育､ 研究における実績は ､ 世界的に高く評価され

て い る ｡

北京大学の 対外漢語教育学院 は ､ 同大学の外国人向け中国語教育の レ ベ ル ア ッ プ､ 留学生

を専門分野の 学習に ス ム
ー ズ に移行させ る ため の 教育補助な ど､ 優秀な人材を育成するた め

の 基礎作りを行 っ て い る ｡ 更 に ､ 現在は より実用 的な科目も設置 し､ 国際政治､ 経済､ 外交､

商業貿易 ､ 文化交流 な ど多方面で の 知識を有す る人材の 育成 にもポ イ ン トを置 い て い る ｡ ま

た
､ 国内外で活躍出来る中国語教師の 育成に も力を入 れて おり､ 多数の大学院生が在籍 し､

中国語教育に関する指導を受けて い る ｡

3 .
2 北京大学対外漢語教育学院と漢語水準考試 ( H S K)

こ こ 数年､ 中国経済の 発展 ､ 北京オ リ ン ピ ッ ク開催決定､ 中国の 世界貿易機関 ( W T O) 加

盟 な どに伴い ､ 世界的 に中国語 ､ 中国文化､ 中国 ビジ ネス ､ 中国旅行 へ の 関心 が高ま っ て い

る ｡ こ の ような世界情勢を背景と して ､ 1 998 年の 中国漢語水平考試 ( H S K) の 受験者数は 5

万人程度で あ っ た の に対し､ 20 00 年には 8 万人に増加､ 200 1 年に は最初の 半年だけで 4 万人

を超えた ｡ また ､ 多く の 国で 高い レ ベ ル の 中国語能力を有する人材を求め る企業が増えてお

り､ 北京大学対外漢語教育学院独自の教材開発や ､ 教育方法､ 教育理念な どの研究に中国国

内外から､

一

層の 期待が寄せ られ て い る ｡

そ こ で ､ 2 00 3 年以降､ ｢ 国家漢語事務局+ の 委託を受け､ 北京大学対外漢語教育学院は ､ ビ

ジ ネス ⅢS K の研 究開発を担う こ と にな っ た ｡ その 後､ 専門家によ る準備段階を経て ､ 20 03 年

9 月 ､ ビジネス H S K の 開発が北京大学で正式に始動した ｡ ビジネス H S K の 開発は国家ポイ ン

ト研究開発項目で あり､ ｢ 国家漢語事務局+ に対して直接責任を負うもの で ､ 対外漢語教育の
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分野で 幅広い 注目を集め るとと もに ､ 北京大学指導部か らも強力な支持を得て い る ｡

ビジネス H S K 研究開発事務局は ､ 北京大学対外漢語教育学院を拠点と し､

各専門家か ら構成されて い る ｡

各種大学
･

学院､

(藤田益子)

4 . 『H S K (漢語水平考試) 対策準備講座』 に つ い て

4 . 1 講座 の 設定

詳細は以下 の とおりで ある ｡

期 間 : 平成1 8 年2 月2 0 日 - 2 4 日 ( 5 日間)

時間 : 午前 9 時 - 正午12 時 ( 午後は ､ オ フ ィ ス ア ワ ー を実施｡)

場所 : 結合数育研究棟D 棟 3 階 国際セ ンタ ー 第 1 ･ 3 教室

講師 : 北京大学対外漢語学院 劉 超英 先生

超 延風 先生

対象 : 新潟大学学生 (但し､ 中国語の 学習経験 の 無い 者は参加で きない)

レ ベ ル : 中国語初級､ 中級学習者を基準と し ､
レ ベ ル別 に 2 ク ラス 設置する ｡

ク ラス 分 け : 希望を優先す るが ､ 学習情況な どに より教員 の 指示 に従う こ と｡

初級 ク ラス : H S K 初級 レ ベ ル 3 級程度を目指す者

中級 ク ラス : H S K 初級 レ ベ ル 5 級以上を目指す者

定員 : 各ク ラス 10 名

( 定員を超 えた場合は選抜を行なう こ とと して い たが ､ 実際には人数調整は行なわ なか っ た ｡)

4 . 2 講義の 内容
Ⅴ

以下は ､ 具体的なH S K の 内容説明と対策､ ならび に学生 の学習情況の 記録で ある ｡

4 . 2 . 1 初級ク ラ ス

< 2 月20 日>

Ⅰ . 講義内容

i . H S K の 出題構成 ならび に時間配分

H S K (初 ､ 中等) は四 つ の項 目で構成されて い る ｡

内容 出題数 回答時間

ヒ アリ ン グ 5 0 題 約3 5 分

文法 3 0 題 20 分

読解 5 0 題 60 分

総合 ( 穴埋 め) 4 0 題 30 分

合計 1 70 題 14 5 分
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ii
.
ヒ ア リ ン グ の 部分の ポイ ン トは次の とお り｡

･ 第
一

部 : セ ン テ ン ス ､ 15 題 ｡

･ 第 二部 : 簡単な対話､ 20 題 ｡

･ 第三部 : 対話或い はス ピ
ー

チ ､ 15 題 ｡

(1)第 一 部の 形態

第 一 部(15 題) :
一

人目が第
一

文を話し ､ 二人 目が
一 人目の 話 しに対して 質問をする ｡ 聴き

終えた後､ 答案用紙 の 上の 四 つ の 選択肢の 中で最 も適切 な解答を選 ぶ ｡

【例 1】

第
一

十人硯 : 現在差十分七点 ｡

第 二 十人同 : 現在是什ム吋候?

倖在試巻上看到 四十答案 : A . 七点十分 B . 七点 C . 十点七分 D . 六点五 十

正解 : [ D ]

(2)主なポイ ン トと難し い 点

① 一 つ の 出来事の 過程を要約､ 叙述

②複数の 人物､ 或い は事柄の 相互関係

③数字と計算

④語句に関連する こ と

⑤決ま っ た フ レ
ー ズ と慣用句

⑥語気 ( ニ ュ ア ン ス) と態度 (話し振り)

(3)主な対策

･ 素早く選択肢を読む｡ 選択肢 の 中で多く出てく る単語 は
一 般 的に既知の 情報と して考えて

よ い ｡ 異な っ た部分 は問題 の ポイ ン トで あり､ 集中して 聞く べ きと こ ろで ある ｡

･ 内容と 問題を予測する ｡

･ 目的を持 っ て聞く ｡ 記号や記録をと る ｡

･ 落ち着い て計算､ 推理 ､ 判断し､ 不必要な情報を削除する｡

(4)第二 部の 形態

第二部 (20 題) : 全 て男性と女性の 簡単な対話で ある ｡ 三 人目の 人物が会話に基 づ い て 質問

をする ｡ 聴き終えた後､ 答案用紙の 四 つ の 選択肢の 中か らも っ とも適切な答えを選択する ｡

【例 2】

第
一

十人 : 備忘ム了 ?

第二十人 : 共痔 ､ 友焼､ 睡不好党, 不想 吃泰西 ｡ 大夫, 是不是感胃了 ?
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第三十人向 : 女的正在倣什ム ?

係在試巻上看到四十答案 : A . 睡党 B . 学刃 C . 看病 D . 吃坂

正解 : [ C ]

(5) ポイ ン トと難しい 点

①場所と方向に つ い て

②職業､ 身分 と人物の 関係に つ い て

③計画と行動に つ い て

④推理 と判断に つ い て

(9 反語 に つ い て

⑥否定形 の 質問に つ い て

(6)主な対策

･ 答案用紙の 選択肢から問題を予測する ｡ 二 人 の会話を聞い て初 めて正確な回答を行うこ と

が 出来る ｡ も し､

一 人目の 内容の み を理解して ､ それに基づ い て 回答する なら､ それ は危

険な選択法で ある ｡

･ 反語や 間接的な回答の 表現方法に注意する ｡ 対話の進行に基 づ い て推理 ､ 判 断すべ きもの

もある ｡ 否定形式の 質問に注意 しなければならな い ｡

･

四 つ の 選択肢が比較 に短く ､ 語桑の性質
･ 意味が似て い る場合 ､ 問題形式が ｢ 下の どの 一

つ には言及 して い な い で しょ うか ? + と い っ た 形式の場合もある の で注意する ｡
･

記号を つ ける準備をしておく｡

( 7)第三 部の 形態

第三部 (15 題) : 数行 ( 4
-

6 行) ､ また は ､ 比較的長 い対話 (1 0 セ ン テ ン ス 程度) ､ 或 い は

演説 ( 字数は100 字
-

400 字余り と
一

定で は な い) で あ る ｡ 問題 文を聴い た 後､ 若干の 質問

( 2 - 5 題) が 出され ､
一

間 ごと に受験生は解答用紙の 中の 四 つ の 選択肢の 中か ら最も適当

な回答を選択する ｡

【例 3】

第38-3 9 題 , 係祈到 :

38 -3 9 題是根据下面
一

段対講 :

女 : 吃坂了喝 ?

男 : 別吃辻 , 佑上郷ノL 去 ?

女 : 上商店巽東西 ｡

盟 : 体姐姐在家喝?

女 : 不在, 地看屯影去 了｡

第三十人根据迭段対講提出丙十同塵 :
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38 . 他イ｢]是在郷ノし淡講 的 ?

俸在試巻上看到四十答案 : A . 食堂 B . 商店 C . 屯影 院 D ･ 去商店的路上

正解 : [ D ]

39 . 女的姐姐正在干什ム ?

係在試巻上看到四十答案 : A . 学 /1 B . 看屯影 C . 吃坂 D ･ 巽東西

正解 : [ B ]

(8)主 なポイ ン トと難 し い 点

①長 い 文章

② ニ ュ ー ス

③お話

④社会問題およ び個人的観点

⑤
一 般知識お よ び

一

般大衆向きの科学

(9)主な対策

･ こ の 部分は問題文が長 い の で ､ 予測する こ と が非常 に重要で ある ｡ こ の 部分の 説明 と問題

文を放送する前にある時間を活用 し､ 出来る 限り､ 早く選択肢を読み ､ 問題を予測する ｡

･ ｢36 - 3 8 の 問題は下の 問題文に基 づ い て+ と い う部分を聞き い た とき､
こ の 短い 文の 中に い

く つ 問題が ある の か ､ その 順番､ か つ ､
こ の 文章の タイ プ ( 例 : お話な の か ? / 報道文な

の か ? ) ､ 主題 (例 : 気候 の こ となの か ? / 学校紹介なの か ? ) を素早く予測する ｡

･ 問題文を聞くときは予測 した こ とをふ まえて ､ 要点を捉え､ キ
ー

ワ
ー

ドを つ か み ､ 要約す

る ｡ こ の 部分の ポ イ ン トは
一

般的 に①文中の 基本事実 ( 時間 ､ 場所 ､ 数字､ 人名､ 原 因な

どの細か い 内容を含む) ｡ ②人物の 観点と態度｡ ③文章の 大意と 中心となる考え方で ある ｡

･ もし､ 選択肢の 中に時間､ 場所､ 数字､ 人名､ 原 因な どの 細か い 内容を含んで い るなら ､

関連する情報を注意 して捉え､ 聞きなが ら声調､ ピンイ ン な どの 要点を速記する ｡ 回答す

ると きにも ､ 段落ごと の 要点整理 にも役立 つ ｡

･ こ の部分 は主に ､ 受験生が ｢ ハ
ー ドル を乗り越え､ その 中の 主 副青報､ 或い は い くつ か の

細か な事象を つ かむ+ こ とが 出来 るか どうか を見て おり､ 出題者は故意に
ハ ー ドル と なる

単語を置い て い る ｡ 難 しい 単語､ 文章を聴い で も､ あわてて は い け か ､ ｡ 問題 と関係が な

い 可能性もあるか らで ある ｡ また ､ も し例え､ 関係が あ っ た としても続けて聞き､ 上下 の

文章か らその 語桑や 文の 意味を推測する こ とが重要で ある ｡

Ⅱ . 学生 の状況

学生の 中国語の水準は比較的低く ､ ヒ アリ ン グ はとても難しい 部分なの で ､ 授業時は基本

的に
一

度テ
ー プを聞き ､ そ の 後､ 先生と共 に

一 度読み ､ 更 にもう
一

度聴く方法を と っ た ｡ 学

生に は徐々 に授業に慣れて もら い ､ 同時に聞き取りに対する自信を持たせ た い ｡

学生 は難し い と思 っ て い る と反面､ 収穫もある ようだ ｡ ある学生が ｢ どの 語も全て理解出
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来る わけで はな い が ､ 大方の 意味はわ か っ た ｡+ と言 っ て い た｡

その他 に ､ H S K の試験するおお よ その 情況に つ い て ､ 学生 は 一 定の 理解を して い るもの と

思 われる ｡

< 2 月2 1 日>

Ⅰ . 講義内容

i . 文法の構成 の解説

全部で30 題 ､ 二 部構成とな っ て い る ｡

第
一

部 : 10 題 ､ 単語 の 適切な位置を選ぶ

第二 部 : 20 題 ､ 適切 な文法項 目を選ぶ

ii
. 文法構成の ポイ ン トを述 べ る

まず､ 虚詞と実詞の 概念を解説する ｡

(1)第 一 部の 形態

･ この 部分は全部で10 題 ある ｡ それぞれ が全 て不完全 なセ ン テ ン ス で ､ セ ン テ ン ス の 中の 異

な っ た位置に A . B . C . D が 配置してあ る ｡ 下 に指定する語句が 一

つ あり､

で ､ こ の 語句の 最も適当を位置を探 し出すように求め る ｡

【例 1】 我イFI A -

起 B 去上海 C 放浪 D 辻 ｡

没有

セ ン テ ン ス の 中

(2)主なポイ ン トと難しい 点

ポイ ン トと難しい 点① 介詞と接続詞 の位置

規則 1 : 一 般的には副詞を名詞或い は名詞句の前にお い て はならな い ｡

規則 2 : 接続詞 によ っ て繋がる 二番目の 文節で主語があ る場合､ 接続詞は通常､ 主語の前に

置き､ 主語がな い 場合は副詞の 前に置く｡

規則 3 : 介詞 は名詞或い は名詞的構造を持つ 文の 前に置 き､
"

介詞 ＋ 名詞 ＋ 動詞
”

或 い は
"

介

詞 ＋名詞 ＋ 形容詞
”

の 形をと る ｡

規則 4 :
"

介詞構造＋ 動詞
”

で構成されるセ ン テ ン ス で は ､ 一 般的に ､ 副詞 は介詞構造 の 前に

置くの が安全 な選択で ある ｡ つ まり､ 副詞 一 介詞構造
一

動詞と なる ｡

ポイ ン トと難しい 点② 構造助詞
"

的
”

､

"

地
”

､

"

得
”

の 位置

-
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『統合的な中国語能力の 要点』

1 . 定語を構成 名 (形､ 動) ＋
"

的
”

＋ 名 昨天的屯影

する 後の名詞 の情況を説明す る ｡ 薪新的自行李

2 .

"

的
”

の 構造 名 ( 形 ､ 動) ＋
"

的
”

我的 (衣服) 比他的 (衣服) 大｡

省略され た名詞 の 代わりを務め る ｡ 便宜的 (手表). 都真完
了

他悦的 (請) 不対 o

3 .
セ ン テ ン ス 名＋

"

的
”

＋ 形 径坊繁栄 一 生折的繁栄

を連語に変える｡ 名＋
"

的
”

＋ 動 他出走 一 他的出走

名 ＋動 ＋
"

的
”

＋名

こ の ような連語は名詞性構造 とな る

の で ､
セ ン テ ンス の 中にお い て主語

. 或
い は目的語の 役割を果 たす｡

我妙菜 o
一 我妙的菜

走語の 中で
"

的
”

が い らな い 場合 定語の 中で
"

的
”

が い る場合

1 代名詞が走語として ､ 親族関係を表す語 定語が代名詞で は なく ､ 或い は後ろが親

桑を修飾する場合 ｡ 族関係 を表す語嚢で はない 場合 ｡

例 : 我嫡嫡､ 他専守 例 : 小芳的嫡嫡 ､ 他的汽李

2 前は複数代名詞 で ､ 後は集団名詞 ( 人或 前は複数代名詞で はなく ､ 或 い は後ろ が

い は会社) の場合｡ 集団名詞( 人或 い は会社) で はな い 場合 ｡

例 : 我イロ老師､ 他イ｢] 工 ｢ 例 : 他的老師 ､ 他イロ的弔

3
一

字の 形容詞 と名詞 の 間にあ る場合 ｡
一

字の 形容詞と名詞 の 間にな い 場合 ｡

例 : 新居子 ､ 虹衣服 例
'

. 根新的房子 ､ 大紅的衣服

4

5

品質や性質を説明する場合 ｡ 用途を説明す る複雑な定語の 後ろ にある

例 : 木共椅子 ､ 中国地 国 場合 ｡

例 : 装衣服的袋子 ､ 学英活用 的表音机

職業を説明する定語 の後に ある場合｡ _

例 : 中文老師 ､ 同格工程肺

6
助数詞と名詞 の 間に ある場合｡

例 :
-

十学生 ､ 返神事情
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ポイ ン トと難 しい 点③ 動態助詞
"

了
”

､

"

着
”

､

"

辻
”

の 位置

了 基本的文型 1 基本的文型 2

文 動 1 ＋
"

了
”

＋ ( 目的語) ＋ (就/才/再) 動 1 ＋ 目的語 ＋ 動 2 ＋
"

了
”

＋ 月的語

盟 ＋ 動 2

読

独立 して い るセ ン テ ン ス で は なく ､ 後 に 連動文と兼語文の 中で ､

"

了
”

は普通 ､ 後

文節がつ き従う場合 ､ 動作の順序､ 或い は ろの 動詞の 後に使われ る ｡

明 仮定条件を表す
"

就
”

､

"

才
”

､

"

再
”

と
-

緒に使われる こと が多い ｡

用

例

例 : 看了 屯影就回家｡ 例 : 我去 国弔傍借了丙本市｡

着 基本的文型 1 基本的文型 2

文

型

動 1 ＋
"

着
''

＋ ( 目的語) ＋ 動 2 名 (場所) ＋ 動＋
"

着
”

＋ 名

読

明

動1 は よく ､

一

文字の 単語で あり ､ 動1 は

動 2 と手段や 方法や 目的な どの 関係が あ

る ｡

状態の存続を表す｡

用

例

例 : 胃着大雪上山｡ 例 : f1 口固着
一

群人

近 基本的文型1 基本的文型 2

文

型

(没有) ＋ 動/ 形 ＋
"

辻
”

＋ ( 目的語) 動1 ＋ 目的語 ＋ 動 2 ＋
"

辻
”

＋ 目的語

読 完成或い は経験の 意味を表す｡ 連動文と兼語文の 中で ､
"

辻
”

は普通 ､ 後

明 ろの 動詞の 後に使われ る ｡

用 例 : 我和他通辻 屯講 ｡ 例 : 到中国済堤辻濃城｡

例 没有争妙辻
一

次｡

ポイ ン トと難 しい 点④ 離合詞

中国語の 中には
"

布忙
”

や
"

洗操
”

と い っ た離合詞が数多く存在する ｡ こ れ らは ､

"

了 1
”

､

"

着
”

､

"

辻
”

を使うとき､ その位置が普通 の動詞 と異なり､ 目的語 との 位置関係も異をる ｡ ま

た ､ 介詞 と
一

緒 に使わなけれ ばならない な どの特徴がある ｡
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『統合的な中国語能力の 要点』

(2)第二 部の 形態

こ の 部分は全部で20 題ある ｡
一

つ の セ ン テ ンス が出題され ､ そ の 中に は
-

､
二箇所の 空欄

がある ｡ その 下 に指定され た単語が ある の で ､

欄を埋 め るもの と な っ て い る ｡

【例 1】

我昨天冥了
-

鋼篭 ｡

A . 件 B . 映 C . 支 D . 秦

ポイ ン トと難 しい 点(丑 虚詞 の使 い 方

"

把 ( 将)
”

の 使い 方

四 つ の 選択肢 から最も適当なもの を選ん で空

基本文型 A 把 B V P 【例 4】 嫡嫡把孫子 写実了｡

A B V P

文法的意味 A の B に対する処置､ 或い は もた らす結果を表す｡

要点説明 1
.
B はすで に指定されたもの で ある

2
. V P と いう動詞構造は次の ような二 つ の 内容を含む ｡

一

つ は A の動作､ も

う
一

つ は B の 受けた 影響｡

【例 4】
"

写実了
”

と い うV P で ,

"

す
'

は A
"

姑好
'

の 動作で あり
"

巽 了
”

は B
"

孫子
”

の 受けた影響で ある ｡

常用文型 1 . A 把 B V (動) 補語 他把牛朗喝完了｡

2 . A 把 B V 得 補語 孫子把虜FB1 弄得乱七八糟的｡

3 . A 把 B V 成 C 他イF1 把公司看成自己的家｡

4 . A 把 B V 到 C (場所) 老肺把地球枚放到臭子上 了｡

"

便 (令)
”

の使 い 方

基本文型 A 使 B V / A dj (形) 【例 5】 他的倣法便我 楓服/ 眼浦意 ｡

A B V / A dj

文法的意味 A の ため にB と い う状況 が出現する こ とを表す｡

要点説明 1 .

"

使
”

の 後ろ は大体形容詞が くる ｡ こ れは他 の介詞 と違う点 で ある ｡

2 . Ⅴ/ A dj の 内容は
一

つ ｡ B の 受けた影響で ある ｡ 【例 5】
"

侃服
”

と
"

眼満

意
”

は ､ どちらもB
"

我
”

の 受けた 影響で ある ｡

常用文型
1 . A 使 B 根A dj 他的倣法便我根満意｡

2 . A 使 B 感到 - 迭件事情使人感到狼意外｡

-
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"

拾
”

の使 い 方

基本文型 A 拾 B V 【例 6】 家里拾小王 寄来 一

十包裏｡

A B V

【例 7】 我拾係 当翻輝 ｡

A B V

【例 8】 迭次地震拾速十地区 造成了戸重 的損失｡

A B V

文法的意味 A の した こ とが B に利益 ､ 或い は損害をもたらす｡

要点説明 1 . Ⅴ は動詞構造で ある ｡

2 . 動作は A か ら発 したもの である ｡

3 . B は動詞或い は動詞的構造の 受け方で あり ､ 受益者或い は被害者で もあ

る ｡ 【例 6】 B
"

小王
”

は
"

寄釆
-

十包裏
”

の 受けて で あり､ 【例 7 】 の B
"

停
”

は
"

当翻揮
”

の 受益者であり､ 【例 8】 B
"

迭十地区
”

は
"

造成了戸重

的損失
”

の 被害者で ある ｡

"

被 (袷)
”

の 使い 方

基本文型 A 被 B V P 【例 9】
.
孫子被嫡嫡 男巽了 ｡

A B V P

文法的意味 A が B の 処置を受けた後､ 生 じた結果を表す｡

要点説明 1 . V P と い う動詞構造 は次の ような二 つ の 内容を含む ｡
一

つ は B の動作､ も

う
一

つ は A の 受けた影響で ある ｡ 【例 9】
"

写実了
”

と い う動詞の 中で ､

"

男
”

は

B
"

嫡嫡
”

の 動作で あり,

"

巽了
”

は A
"

孫子
”

の 受けた影響で ある ｡

2 . 構造の 情報の ポイ ン トは V P であり､ B は省略出来 る ｡

【例 9】 は
"

孫子被写実了｡
”

とも い える ｡

3 . こ の構造は い つ も消極的な意味を含ん で い る ｡

常用文型
1

.
A 被 ( B ) Ⅴ 補語 牛如被他喝完了 ｡

2
.
A 被 ( B ) Ⅴ得 補語 虜同被孫子弄得乱七八糟的｡

"

由
”

の 使い 方

基本文型 A 由 B V 【例1 0】 逼輸同塵由他イr7 解決｡

A B V

文法的意味 事象A は B に担当して もらう ｡
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要点説明 1 . A は任務或 い は仕事の こ とが多い ｡

2 . Ⅴ は
一

つ の動詞で ある こ と が多い ｡ 時々
"

来
”

と 一 緒に使われる ｡

3 . 動作 Ⅴ は B の 動作で ある ｡ 【例1 0】
"

逼輸何題
”

の 任務 ば B
"

他イn
' '

が

"

解決
”

する ｡

常用文型 1 . A 由 B ( 莱) Ⅴ 径薪由太大乗管理 ｡

2
. 由 B ( 莱) v A 由太大乗管理軽坊｡

ポイ ン トと難しい 点② 実詞 の使い 方

方位 と趨勢を理解す る最も重要な用法

語意 用例

上 1 .

- - ･ の 面にお い て 在文化上

2
. 範囲を表す 弔上 ､ 根上 ､ 世 界上 ､ 大会上 ､ 深堂上

中 1
. 時間を表す 恨期中

2 . 状態を表す 昏迷中､ 萩原中

3 . 過程を表す 村捻中友現了
-

些新同塵 ｡

下 条件を表す 在返梓的情況下 ､ 在他的布助下

Ⅱ . 学生の 状況

今日は授業の 2 日 目､ 予想よりも学生の 中国語 の水準が低い た め ､ 新し い 方法で行う こ と

にした ｡ い ずれ の文法も解説の前に ､ 学生 に最も重要な単語 ､ 語桑を提示 し､ 学生 に読ませ

た ｡ 授業の 中で は出来 るだけ､ 語嚢をその 範囲内で と どめ る ように し､ 学生 が中国語 の解説

を聞き取れる ように し､ 学生 に自信が持て るよう工夫した ｡

その ほか ､ 文法の 解説は簡単に明解に し ､ か つ ､ ど の 文法も学生 とともに文を作る練習を

し､ 学生が収穫を感じ取れる ように した ｡

今日の 授業で は学生 は ほぼ ､ 昨日 の 授業より分かりや すい と感 じた ようだ｡ 私は教室の 空

気に注意 して い る と､ 時に話に反応して笑っ たりして い た の で ､ 学生 が聞き取れて い る こ と

が分か っ た ｡

-
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< 2 月22 日 >

Ⅰ . 講義内容

i . 文法の構成の 解説 (昨日の 続き)

①複文

文型 説明 用例

逆

読

1 . 尽管/ 旦然/ 旦悦/ 固然 逆説を表す｡ A は普通 ､ す 法務子息然年妃不大
,
可是憧

A - 但 是/ 可 是/ 然 而/ 不 で に現れた事実で ある ｡ 副 的東西却不少 ｡

近/ 逐是/ 却 B 詞 と接続詞 の位置の相違に 迭 十み法好 是好
,
可 是 不可

2 . Ⅴ/ A dj 是Ⅴ/ A dj
･ - 可

是 ･ ･ ･

気を つ ける ｡ ( 第
一

課参照) 行 ｡

読 就 是/ 即使/ 郷伯/ 執然 A 譲歩を表す ｡ A は普通 ､ ま 即使明天下雨 , 足球寒也要照

歩
- 也/ 逐是 B だ現れて い な い ′仮定｡ 常逆行 ｡

因

莱

1 . 因力/ 由子 - 所 以/ 因 原 因と結果を表す ｡ 国力 下 雨
,
所 以足 球寮取消

此/ 因而/ 干是 ラ｡

2 . 既然 ･ ･ ･ 就 ･ ･ ･ すで に起 こ っ た事実や結論 既 然章票確 実, 就坐 て机去

を表す｡ 口巴｡

目

的

1
. カ了 A

･ ･ ･

,
B - A は 目的､ B は行動｡ カ 了提高工 作効率, 他イr1 改革

了人事制度｡

2 . B -

, 以便 A - B は行動､ A は 目的｡ 出友前大家洋 / 剛淘濠了相夫材

料
,
以便尽 快熟悉 当 地的情

況 ｡

3 . B
-

, 以免/ 免得/ 省 B は行動,
A は現れて ほ し 俸要再三 町嘱

-

下 , 以免出現

得A
･ ･ .

くな い 結果 ｡ _ 同塵 ｡

条

件

1 . 只要 A -

, 就B - 充分的条件文｡ A さえあれ

ば B が ある ｡

只要有酒 , 他就升心 了｡

2 . 只有 A -

, オB ･ ･ ･ 必 要 的条件文｡ 必 ず A が

あ っ て ､ B が ある ｡

只有来眼看兄
,
我オ会相信｡

3 . 凡是 - 都 - 例外が ない こ とを表す｡ 凡是
⊥

年奴的新生都要住校｡

4 . 不管/ 元捻/ 不治 A
-

,
例外がな い こ とを表す｡ A 不管同意不同意 , 都要拾我イロ

都/ 也 B
･ ･ ･

は普通 ､
"

喝
”

の な い 文とな

る ｡

来十屯塙 ｡

-
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仮

読

要是/ 如果/ 慣如/ 個若/ 若
ノ仮説を表す｡ A は普通 ､ ま 如果 明天下雨 ,

我イ｢] 就不去准

A
･ ･ ･

, 読/”1rJ B
･ ･ ･ だ現れて い な い 事実｡ 城了｡

要不是/ 幸号 A
-

, 否則/ 仮説を表す ｡ B は普通 ､ ま 幸号 帯 了雨 傘, 不 然 就 淋湿

不然 B
･ ･ ･ だ現れ て い な い 事実｡ 了｡

②比較

ii . 読解

読解部分 の構成

読解の 部分 は全部で ､ 50 題 か ら構成されて い る ｡ 受験生 は6 0 分以内に解か なくて は な らな

い
｡

第
一

部 : 語嚢

第二 部 : 短文の 読解

(1)第
一

部 の構成

語嚢部分で は全部で2 0 題出題され る ｡

その 中 で下線を引 い て ある箇所 がある ｡

形式と して は ､
い ずれ も正確なセ ン テ ンス が あり ､

下 には 四 つ の 選択肢が あり ､

題部分と 一 致する答えがあ る ｡ それ を選択する ｡

【例 1】

弥子逆不了幼ノL 因 , 我就自己教他｡ 我自信,

A . 志気 B . 感情 C . 覚悟 D . 能力

返点本事是有的｡

正解は[ D ]

ポイ ン トと難 しい 点① 多義語､ 同義語

【例 2 】

当初我的意見 , 係就是不壁,
迭下出向題了肥 !

A . 反映 B . 接受 C . 打祈 D . 理解

【例 3】

迭凡年, 他イT1 家実了休箱, 添了彩 屯,
日子辻得挺墓｡

A . 陶 B . 方便 C . 満意 D . 美両

その 中の
一

つ だけ､ 問

ポイ ン トと難 しい 点② 慣用句 文字面 か らその まま解釈し卑い こ と ○

【例 4】

迭件事体自己想み法肥 , 我躍他税不上溝 ｡

A . 不能悦講 B . 寓言不通 C . 夫系不好 D . 悦講不方便
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【例 5】

係到我イ口家也不是外人 , 千万別客気｡

A . 外国人 B . 外地人 C . 没有来友美系的人 D . 部居

【例 6】

侮好好休弄肥 , 回共我再来看係 ｡

A . 粗共 B . 以后 C . 回去 D . 明夫

【例 7】

地恨不得弓上就兄到他｡

A . 后悔 B . 不慮意 C . 眼希望 D . 非常侭

【例 8】

園弔市場上音像戸品升始走紅 ｡

A . 変成紅色 B . 受水迎 C . 併格高 D , 増多

【例 9】

ノL 子的身体成了迭十祥子, 簡宜就成了他的 -

十心病｡

A . 心 艦病 B . 心 痔 C . 心 事 D . 心 情

【例10】

我イ｢]
-

宜 以力休去跳舞了堀 , 岡了半天 , 佑在宿舎看屯視堀｡

A
. 玩了半天 B . 熱岡了服役吋同 C . 原来 D . 看来

不像活 ､ 升夜李､ 磁町子 ､ 傍胸筋､ 走后l
､

1 ､ 不忠ム祥 等

Ⅱ . 学生 の 状況

今日は授業の 3 日 目｡ 文法を解説した後､
どの 文法に つ い ても学生 と

一

緒に文を作る練習

を し､ 合 わせ て学生 に読ませ ､ 授業中の 単語は 出来る だけ少なく し ､ 学生が 中国語 の 説明を

分か るような工夫 した ｡ 学生 は大きく自信 をつ けたもの と思う ｡

読解部分 は第
一

の 部分ま で講義 し終えた ｡ 同時に学生 が慣用句を把握出来 る ように努め

た ｡

学生 は概 ね ､ 昨日よ りもよ く聞き取 っ て い た ｡ 午後､ オ フ ィ ス アワ ー の 時に は､ ｢ と て もお

もしろ い ､ 大きな収穫 があ っ た+ と言 っ て い た ｡
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< 2 月2 3 日 >

Ⅰ . 講義内容

i . 読解の 第二 部

(1)第二 部の タイ プ

【例 1】 大安口不快是中年民族 的象征 , 而且 是世界著名 的古建筑 ｡ 官的没汁者是明代著名 的

建筑肺刺祥 o 刺祥出生干江芽呆具 的色帆村 ｡ 14 21 年, 年収 二 十
一

歩的刺祥没汁井建筑了
一

座

木杓牌楼, 速就是最早的大安｢1 , 原名承天｢1 ｡

英宗命令白圭主持重建 ｡ 白圭清刺祥出深刻策 ,

戟 . 1 651 年重建, 井改力天安｢1 ｡

[12 3] 迭段店主要介紹了邸方面的情況 ?

A 大安｢1 カ什ム改名

B 天安｢1 的地理位畳

C 大安｢1 的没汁者是准

D 大安r1 是邸十朝代修建的

(2) < 主なポイ ン トと難 しい 点 >

･ 主な意味を捉える

･ 細か い 点を捉える

･ 態度と心情

･ 推理と判断

14 57 年 7 月 , 承天｢1 被大火焼穀 o 八年后 , 明

建成了現在的祥子 ｡ 明朝末年,
承天｢1 又被焼

【例 2】 元捻如何, 名人息是名人 ,
名人的形象､ 名誉息是 比平常百姓的値域,

困而也更需要

保折 ｡ 旦星L__堅塁 幽 趣遡 ｡

因カ
,
名人的公余興捻形象井不完全属干他イ｢]自己的, 他イ口是社会財富的

一

部分 o 至少, 就像

名人湘有拝丑自己名誉不受侵犯的枚利
一

梓,

利也是座当予以尊重井加以保折 的｡

[ 10 1] 本文特別強調了下列邪神枚利?

A 百姓名誉不受侵犯的枚利

B 公余評槍批評名人的枚利

C 名人使用自己財富的枚利

D 名人保折自己名誉的枚利

[1 02] 作者玖カ,
名人不接受輿捻批評 :

A 没有道 理 的

B 公余也痩理解

C 只是十別現象

D 百姓也没み法

公余則抑有対迭神枚利品共槍足的枚利 ｡ 迭神枚
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【例 3】 穿着打扮本是十人的愛好 , 他人元枚干渉, 但是 , 曽蛭住辻医院的人
一

定会有返祥

@
壁, 甚至有可能対地的折理水平 ､ 工作志度戸生休疑 ｡ 而当病人

一

旦対折理人員戸生了不信任

感
, 往往会出現抵触情緒, 影 哨病人与折理人員的合作, 更不利干病人的治狩和康夏｡ 反之 ,

-

十注重役表 ､ 収容和穿戴得体的折 士 , 肯定会受到病人的尊敬
,
病人也容易対 返梓的医折人

員戸生信任感 . 可 以遠梓脱
, 折理人員注意十人外表修飾, 有利子 同病人的拘通 .

按照上文 , 医折人員的穿着 :

A . 別人管不着

B . 決定折理水平

C . 是十人 自由

D
. 影哨医貯効果

ii
. 総合穴埋 め

(1)総合穴埋 め部分 の構成

総合穴埋 め は H S K の 四 つ 目の項目である ｡ 問題 は全部で40 題 ､ 試験時間は3 0 分 で ある ｡ 給

合穴埋 め は 二 つ の 部分 に わか れ てお り､ 第 一

部は単語 の 空欄穴埋 め (2 4題) で あり､ 第二 部

は漢字の 空欄穴埋 め (1 6 題) で構成 され て い る ｡

(2)第
一

部の 形態

第
一

部は全部で24 題あり ､ 単語の 空欄穴埋め で ある ｡
一

般的に用途の 異な る総合的な文章

が 五 ､ 六段あり､ その 中に は比較的完全 な短文もあり ､ 短い 段落もあり､ 短い 会話もある ｡ 文

章の 中に空欄があり､ その 中に問題番号が善か れ て い る ｡ 空欄の 右側に四 つ の 選択肢 が善か

れ て おり､ 受験生 に文章の 内容に よ っ て ､ あて はま る選択肢を選ぶ ｡ (答案用 鰍 こア ルファ

ベ ッ トを書く ｡)

【例 1】 145 - 1 49

我和小紙是中学 同学, 在旦重役的
一

段吋岡里
, 我1r1 同吃同住同学 /i , 土壁根深 ｡ 有

一

天 , 戟

起土壁特別早 , 早展又没吃早晩 上深 吋土壁根不密服 , 小紙雪上要了
-

柄出租汽李, 土壁我送回

了家｡

145 A 相対 B 相当 C 相互 D 相反

146 A 感胃B 感覚 C 感想 D 感情

147 A 地 B 的 C 得 D 了

148 A 感到 B 知道 C 玖カ D 友党

1 49 A 叫 B 被 C 把 D 便

正碗答案 : 1 45[ B ] 1 46[ D ] 1 47[ C ] 1 48[ A ] 1 49[ C ]

(3) < 試験の ポイ ン トと難 しい 点① >

･ 文章全体の 意味か ら語嚢を選択す る

-
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【例 2】 据悉 , 現在中小学生最熱衷的三件事是: 祈歌､ 施済 ､ 看｢ 告 ｡ 男
一

項調査皇室表明,

在中国城市主室中, 大約有壁
o
/. 的小技最喜淡看的屯視市 目是｢ 告 . 由此探対

-

下 屯視主塾中男

女人物的角色形象則是
一

件根有意又的事. 因力心 理学家玖力迭些形象対少年)し童形成男人 ､

女人角色概念会起到重要作用 ｡

< 試験の ポイ ン トと難し い 点②>

･ 叙述的な短文の 場合 の 語桑選択

【例 3 】 我イロ穿辻樹林, 走 到那十小木屋前面 , 我蔽了敵｢1 , 只 祈里面侍来
-

十老共ノL 的声

音‥
"

｢1 没鎖, ii 肥!
”

弟弟在我后面魂:
"

停先i2 , 我躍着侮 ｡

”

l l . A 出来 B 出去 C 逆来 D 述去

1 2 . A 出来 B 出去 C 迭来 D 逆去

< 試験の ポイ ン トと難しい 点③>

･ 接続詞を正確に選択する

【例 4】 他女ノし今年三歩,
毎次他領女ノし進商店 ,

里 的商品琳娘満 目,
小夜子力什ム不愛去梶? 些9 ,

女ル迫是巽着同着不慮逆 ｡ 他根奇怪 商店

他友現了其中的奥秘 .

一

天 , 他領着孫子在

商店的人群中抗来抗去,
女)し的輩帯牙了 o 他土製来拾孫子系軽帯 .

台比孫子要高得多, 女)L 根本就看不到琳娘満目的商品
･ ･ ･ ･ ･ ･

1 50 . A 因力 B 究尭 C 然后 D 鋒干

1 51 . A 鈷起 B 樽下 C 坐起 D 放下

< 試験の ポイ ン トと難し い 点④ >

･ 類義語

【例 5】 学校 些 , 学生在校期同要迭移4 0 十学分 .

1 45 . A 規則 B 規定 C 規律 D 規矩

【例 6】 本室所有扱刊只准在主些陶凌

1 45 . A 克子 B 屋里 C 室内 D 室外

系好笹帯他
一

拍共, 友現拒

(4) < 主 な試験対策>

･

大き い と こ ろカ子ら小 さ い もの を想像する ｡ 全文
一 セ ン テ ン ス ー 語秦

･

文全体の 関係を は っ きりさせ る ｡

･

推測する 一 チ ェ ッ クする ｡ 排除法を用 い て い く つ か の角度か ら類義語を区別する ｡

(5)第二 部の形態

第二部は16 題 で ､ 漢字の穴埋め で ある ｡ 普通 は四 つ か 五 つ の段落の 文章が用意され ､ 文章

の 中に い く つ か の 空欄がある(空欄の 中には題 目と番号が 表示され て い る) ｡ 受験生 は文章の

意味に基 づ い て答案用紙に ､ 空欄にあて はまる漢字を書く (注意 :
一

つ の 空欄の 中に は
一

文
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字しか入らない)- ｡

【例 1】他是
一

位鯖輯, 毎大里持凌弔 ､ 写作. 早上六 点紳便坐在弔臭前井堕Z工 作了 . 最土壁
-

十吋期
,
他正在写

-

些回怯文章 o

正解 : 157[ 始] 15 8[近]

< 試験の ポイ ン トと難 しい 点①>

どの 単語なの か を確定する ｡

【例 2】1 992 年元16 4 按照規定元月 一

目放仮
一

天 , カ1 65 子安排工 作,
1 991 年12 月29 日 ( 星期

目) 不休土壁, 元月 二 目 ( 星期四) 朴休
一

天 , 元月三日 ( 星期五) 照常上班 o 企北単位可根据

圭卓Z 自的条件自行安排 ｡

正解 : 16 4[ 旦] 165 [便] 16 6[息] 16 7[各]

< 試験 の ポイ ン トと難 しい 点(参>

文体 (
-

) 書簡と書き置き

【例 3】

喝蘭 :

収到係的来信
,
我根高主廼 ｡ 現在我学 /1 根忙, 没有給倖及吋回信, 清原涼 ｡

係近来身体如何? 学 /1 紫土壁喝? 多来信 ｡

此致

敬礼

正解 : 159 [ 共] 160 [張]

安郷

2 月 1 日

【例 4】

百花屯視制作中心 :

李平 岡学二 0 0 0 年七月草地千本校中文系文学書此 o 核生在校学 /1 期同各科成主堅伏

良
,
曽友表辻十余篇文学作品,

逐仇英文翻主些辻
一

部屯影文学刷本 . 本人是中文系文学書此

的教授, 指寺辻核生的草地槍文, 他的槍文虜量較高,
己土壁辻答鞭 ｡ 核生有

一

定的研 究能力

和写作能九 知主型面比較尭, 有砧研精神 ｡ 近 国寅中心想清他参加系列片的縮写工作, 本人

深信他可 以姓任 ｡

特此推寿｡

順碩

近安

咲合大学中文系教授 郭城

二 0 0 0 年八月七 日
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正解 : 16 1[境] 16 2[捧] 16 3[通] 1 64[頓]

【例 5】

王 剛 :

下午来技係,
真不巧 , 係不在家o 我想明夫中午十

一

点半再来登｢1土壁坊 D 如係没空)L , 清

子明天上午九点前打 屯講告土壁我 ｡ 我 的屯活号碍是 : 6 482 19 37 o

田志

正解 : 16 5[拝] 1 66[塀]

【例 6】

某公司城碑地各啓淘貝 , 条件如下 :

大音以上文王里程度或両年以上工作些 盤,
有虜地戸 ､ 有深酬戸 口者伏先 ｡

有意者清子本月2 0 ､ 21 日携有効証件及相 些 到晶都酒店 6 楼多功能会牧童面試 ｡

正解 : 1 61[ 化] 162[毎] 163 [ 片]

【例 7 】

征婚

女
,
38歩 , 身高1 .63 米, 在本市某事北単位倣財各工 作｡ 品貌兼伏, 土壁格牙朗, 愛好文芸 ,

重感情
,
商昇 ｡ 有

-

11 歩的男孫 o 屈48 歩以下 , 又愛房子 的男士 ,
有慮者清信寄北京1 611 信

i99 核志清収特 ｡ 有信必夏, 郎iZ9 端岡 : 1 001 01 o

正解 : 168[ 性] 169[ 箱] 170 [政]

【例 8】

通知

按照校旗 , 学校将千明年1 月13 日井始放寒16 5 ｡ 凡本学期結束吋座高校的留学生, 如下学

期慮姓1 66 学 /1 汲培 或入 系学 /1 音曲
,
清子11 月1 3 日至17 日到留学生亦公室領取延牧土壁清

表, 井干11 月2 3 日前将填好的表交回留学生み公室,

布同意延溌的留学生名単 o

正解 : 165[偲] 16 6[ 鎮] 16 7[ 申] 16 8[ 理]

辻期将不予亦16 8 . 我イF] 格子12 月下旬公

留学生み公室

(6) < 主な対策>

･ 空欄の 前後は必ず見る ｡

･ 推測 一 類義語を見つ ける

･ 問題を解く順序は大きい もの から小さ い もの へ : 文章全体 一 セ ンテ ン ス ー 語嚢

･ 標準漢字を書く

･ よく見る応用文書を熟知し､ 常用単語を覚える ｡

-
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･ 背景と なる知識を多く理解する

(7) < 試験の ポイ ン トと難しい 点 >

･ どん な単語か確か め る ｡

･ 漢字を書く

･ 書簡と書置きの 文体

･ 公示 ､ 掲示 の 文体

Ⅱ . 学生 の状況

今日は授業の 4 日目｡ 今日 ､ 最初は 昨日の 内容 の復習か ら始め た ｡ その 後､ 総合穴埋 め の

部分を分析 した ｡ 学生 は漢字の 部分 に非常に興味を持っ て い た ｡

多くの 学生は昨日よりもさらに聞き取 っ て い る ようだっ た ｡ 午後､ 三 人の 学生が オ フ ィ ス

ア ワ
ー

に来た が ､ 中国語 に対 して よ り興味を持ち ､ 中国 へ 留学も考えて い る ようだ っ た ｡

< 2 月2 4 日 >

授 業状況 : 模擬試験

学生の 状況

今日は 8 名の 学生が模擬試験 に参加 した ｡ 1 名が 3 級の 水準 に達 し､ 3 名の 学生が 3 級に

近 い 水準で ､ そ の他の 学生 は 1 級 か 2 級ぐらい の 水準で あ っ た ｡

試験の状況をみ る と ､ 学生 の 各部分 の水準は明らかにバ ラ ン ス が とれて い な い ｡ ヒ ア リ ン

グの 部分は成績が悪く ､ 読解が往々 に して強 い ｡ しか し､ 予想通りで はある ｡

今日は授業の 最後の 日で あ っ た ｡ 今回の 講座 で は ､ 時間 が短か っ たが ､ 学生 は基本的に

H S K に対し比較的 し っ かり理解して おり､ 同時 に自分の 中国語 の 水準に つ い て もは っ きりと

認識 して い る ｡ 学生 の 中国と中国語 に対 しての 興味を引き出 し､ 今後どの ような方向に努力

すれ ばよ い か を啓発 する こ とは 出来た と思う｡ 予定した 目標 に は到達 した と い える で あろ

う｡

(遭延風)

4 . 2 . 2 中級クラ ス

< 2 月20 日 >

Ⅰ . 講義内容

i
.
H S K の 紹介

H S K は漢語水平考試の ピンイ ン
"

Ⅲa n y u S h ui pi n g K a o shi
”

の 頭文字をと っ た もの で ある ｡

H S K は母語が
′

中国語で は ない 人の水準をはか るた め に設立された 国家レベ ル で標準化され た

-
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試験である ｡

H S K は 3 つ の それぞれ独立 した試験に より構成される ｡

･ 基礎漢語水平考試､ 略記すれ ばH S K (基礎) ｡

･ 初 ､ 中等級漢語水平考試 ､ 略記すれ ばH S K (初 ､ 中等) ｡

･ 高等漢語水平考試､ 略記すればH S K (高等) ｡

今回の H S K 受験対策講座 で取り上 げる の は H S K (初 ､ 中等) ｡

H S K (初 ､ 中等) は 四 つ の 項 目で構成 され て い る ｡

内容 出題数 回答時間

ヒ アリ ン グ ( ヒ アリ ン グ) 50 題 約35 分･

文法 30 題 20 分

読解 50 題 60 分

総合穴埋 め 4 0題 30 分

合計 170 題 1 45 分

ii .
ヒ アリ ン グの 対策の 解説

ヒ ア リ ン グはH S K の 一 つ 目の 項目で あり､ 全部で50 題 出題され る ｡ 時間はおおよそ35 分 ｡

ヒ アリ ン グは三 部で構成され ており､ 第
一 部はセ ン テ ン ス ､ 15 題 ｡ 第二部は簡単な対話 ､ 2 0

題 ｡ 第三 部は会話或い はス ピ
ー チ ､ 15 題 ｡ 一

つ の 部分を
一

時間と して ､ ヒ アリ ン グを三 時間

で構成した ｡

第1 課

(1) < 6 つ の ポイ ン トと難し い 点の 解説>

①
一

つ の 出来事の 過程を要約､ 叙述 に つ い て

②人 々 ､ 或 い は事柄の 相互 関係に つ い て

③数字と計算に つ い て

④語句に関連する こ とに つ い て

⑤決ま っ た フ レ
ー ズと慣用句に つ い て

⑥語気 ( ニ ュ ア ンス) と態度 ( 話し振り) に つ い て

(2) < 受験生 の 試験 の 際に容易に陥りやすい 間違えに つ い ての 分析 >

選択肢 を有効 に利用 して 問題 文と 出題内容を予測 して い な い ｡ 数を記録 した り､ メ
モ を

取 っ た りすべ き時 に と っ て い な い ｡ 聞き終わ っ て か らで は遅 い の で あ る ｡ ある単語を聞き

取 っ た ら､ すぐにその 語を選択する ｡ 或い は聞き取 っ た小 さ なこ と か ら簡単に判断
･ 推理を

する ｡
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(3) < 問題 に応 じた対策を分析>

聞く前に素早く選択肢を読み ､ テ
ー プの 内容と問題を予測 し ､ 目的意識を持 っ て ､ 内容を

聞く ｡ その 時々 に記録を とり ､ 冷静に推理 ､ 判断し､ 不 必要 な項 目を削除する ｡

第二課

(4) < 6 つ の ポイ ン トと難し い 点の解説 >

①場所と方向

②職業､ 身分 と人物の 関係

③計画と行動

④推理と判 断

G)反語

⑥否定形の 質問

( 5) < 受験生の 主 な誤りの 分析>

場所､ 職業､ 人物関係に つ い て ､ カ ギとなる語を見極め る ポイ ン トを捉えて い か ､ ｡ 全体

の 対話の 内容を理解せず､ 安易に個別 の 単語 にみ を捉えて答えを選ぶ ｡ 疑問文かそれとも反

語句なの か を判断する こ と がで きず､ 反語旬の 意味を捉えられ ない ｡ 否定形の 質問の 試験問

題 に対 して の 反応が鈍く ､ 必要に応 じた記録が とれ て い な い ｡

( 6) < 問題 に応 じた対策を分析>

①選択肢か ら問題を予測する ｡

②
一

般 的に ､
二 人の 話を聞き取 っ て初め て正確な選択が 出来る ｡

③反語や 間接的な質問に注意する ｡ 場合 に よ っ て は対話の 進行に伴 っ て推理 ､ 判断する ｡

④否定形の 質問に注意する ｡ も し､ 四 つ の 選択肢 が比較的短く ､ 語の 意味が似 てお り､ 意味

が 同 じ種類 に属 す る場合 ､ 問題 が も しか した ら
"

下の どの 点に つ い て文中で は述 べ られ な

か っ た で し ょう｡
”

と い うもの か も しれ な い こ とを考え､ 記録の準備を して おく ｡

第3 課

(7) < 二 つ の ポイ ン トと難しい 点の 解説 >

①長 い対話

② ニ ュ
ー ス

(8) < 受験生 の 主な誤りを分析す る >

①時間や選択肢に よる情報を有効に活用 出来 か ､ ままで ､ 対話或い はス ピ ー

チ の タイ プや主

題 ､ 問題を予測する ｡

②全 て の語 を理解しようと して しま い ､ 関係の な い 部分を排除して要点を選択する能力が欠

けて い る｡
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< 問題 に応じた策略を分析>

①こ の 部分の 試験問題 の 文章は比較的に長い の で ､ 問題 を予測す る こ と が重要で ある ｡ こ の

部分の説明と ､ 問題文が始まる前にある時間で ､ 出来る限り早く選択肢を読み ､ 問題を予測

す る ｡

② ｢3 6
- 38 の 問題 は下の 問題文に基 づ い て+ と い う部分を聞きい て い る とき ､

こ の 短い 文の

中に い く つ 問題が あるの か ､ その 順番､ か つ ､
こ の 文章の タイ プ (対話か ､ 報道か ､ な ど) ､

主題 (気候 か､ 学校紹介か ､
な ど) を素早 く予測する ｡

③問題文を聞くときは予測 した こ とをふまえて ､ 要点を
つ かむ ｡ こ の 部分の 要点は

一 般的に

①文中の 基本事実｡ 時間､ 場所 ､ 数字､ 人名､ 原 因な どの 細か い 内容を含む ｡ ②人物の 観点

と態度 (話 し振り) ｡ ③文章の 大意 と 中心 とな る考え方｡ で ある ｡

④も し選択肢 の 中に時間､ 場所 ､ 数字､ 人名､ 原因な どの 細か い 内容を含むなら､ 関連する

情報を注意して捉え､ 聞きながら声調､ ピ ンイ ン な どの 要点を速記する ｡ 回答すると きに使

用出来る
一 方で ､ 段落ごと の 要点整理 にも役立 つ ｡

⑤文章を聞くとき ､ は じめ の 部分と最後の 部分に注意 して聞か かナればなら か
､
｡ 初め の 部

分 は大体､ その 文章の 主題 で ある こ と が多く､ 最後の 部分 は結論 ､ 全文の 意義､ 事象の 影響､

或い は結果で ある こ と が多い ｡

⑥こ の 部分 は主に ､ 受験生 が ｢ 関係 か
､ 部分 は排除 し､ その 中の重要 引青報或い は い く つ か

の 細かな事象を つ かむ+ こ と が出来るか どうかを見ており ､ 出題者は故意 に
ハ ー ドル とな る

単語 を置い て い る ｡ 問題と 関係 か
､ もの もある の で ､ 難 しい 単語

･ 文章を聴 い た とき ､ あわ

てて は い けない ｡

Ⅱ . 学生の 状況

9 人の学生 は非常にまじめ に授業に取り組 んで い る ｡ 三年生も い れ ば､
一

年生も い る ｡ 中

国語 の 水準は高い 学生も い れば､ 低 い 学生もい るが ､ み な ､
一

定の レベ ル には達して い る ｡

基本的に は私の 話す主な内容は理解して い る ｡ ヒ アリ ン グ の テ
ー プを聴 い て い る とき ､ ある

語嚢は ､ (特に慣用句な ど) まだ熟知してお らず､ テ
ー プの速度は少し速い ようで ､ 多少の 困

難を感 じて い る者も居る ようだが ､ 解説を聞き､ 基本的に は理解 した ｡

時間が限ら れて い る の で ､ 1 時間目の 部分の み授業中に練習 した が ､ その 他の 部分 は ､ 授

業を終えた後､ 練習問題と復習問題 をテ
ー プと共に学生 に配布し､ 自習出来 るように した ｡

< 2 月21 日 >

Ⅰ . 講義内容

i
. 文法の 部分の試験対策の 解説

文法の 部分は H S K の 二 番目の 項目で ､ 受験生の 文法構造 の 把握の 程度をはか る も
の で

､ 全

部で3 0 題ある ｡ こ こ は以下 の 二 つ の 部分で構成さ れる ｡ 第
一 部は10 題あり､ 出題 された単語

を置く適切な場所を選択する ｡ 第二 部は20 題 あり ､ 文法に合う選択肢を
一

つ 選 ぶ もの で あ

-
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る ｡ 試験時間は全部で20 分 ｡

(1) <
"

文法
”

部分の ポイ ン ト >

①よ く使わ れ る数量詞 ､ 方位詞 ､ 動態助詞 ､ 副詞 ､ 介詞 ､ 助詞 ､ 接続詞な どの 使い 方｡

②動詞 ､ 名詞 ､ 形容詞 の パ タ ー ン ｡

③主 な補語､ 状況語 ､ 走語 の使 い 方｡

④語順

⑤比較の 方法

⑥出題の 方法

⑦よ く使わ れ る連語と慣用句

⑧よ く使わ れる複文

第1 課

四 つ の ポイ ン トと難しい 点を解説した ｡ 学生 が 間違えや すい 点を分析し､ 試験の 対策と技

術に つ い て具体的 に説 明した ｡

(2) < ポイ ン トと難しい 点>

< ポイ ン トと難し い 点① >

副詞 ､ 介詞 ､ 接続詞の 位置

< 学生が間違えやすい 点>

一

つ の 語嚢の 性質を知らな い ｡ 大体の 意味を知 っ て い るが
､ 使 い 方を理解 して い か ､ ｡ 相

対的な位置が的確に捉えられて い ない ｡

< 試験 の対策と技術>

四 つ の規則を し っ かりと覚え ､ 1 つ の 事か ら多くの こ とを推測 する ｡

< ポイ ン トと難 しい 点② >

構造助詞
"

的
”

､

"

地
”

､

"

得
”

の位置｡

< 間違 えやすい 点>

3 つ の 語嚢の使 い 方の違 い に注意 して い な い ｡ セ ン テ ンス を分析せずに選択す る ｡ 定語の

中で
"

的
”

の 必要な い 場合が わか っ て い な い ｡

< 対策と技術>

その 違 い を理解し ､ 問題が 出され た ときは セ ン テ ンス を分析する ｡ 重要な こ とは
"

的
”

の

用法を理解する こ とで ある ｡ 特に走語の 中で不必要な
"

的
”

に は注意する ｡

< ポイ ン トと難しい 点③>

動態助詞
"

了
”

､

"

着
”

､

"

辻
”

の位置｡
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< 間違えやす い 点>

二 つ 以上の 動詞がある セ ン テ ン ス で ､ ど の 動詞 に付き従うべ きか わか らない ｡

< 対策と技術>
"

了
”

､

"

着
”

､

"

辻
”

の 常用文型を覚える ｡ 動詞 が離合詞の 場合に注意する ｡

< ポ イ ン トと難 しい 点④ >
"

一

点ル
'

､

"

有点ル
'

､

"

多
”

な どの 特殊な語の 位置｡

< 間違 えやす い 点>

用法を表に まとめ て記憶す る ｡ 典型的な例文を暗記する ｡

第二課

二 つ の ポイ ン トと難しい 点に つ い て解説した ｡ 学生 が間違えやす い 点を分析 し､ 試験 の 対

策と技術 に つ い て具体的に説明 した ｡

< ポイ ン トと難しい 点①>

虚詞 の 使い 方

< 間違えや すい 点>

普段学習 して い る ときに正確に こ れ らの単語を捉えて い な い ｡ 虚詞 の 文法意義を理解し

てお らず､ 大体の 意味を知っ て は い る が ､ 使 い 方を理解 して い ない ｡ 書 き言葉と話し言葉

で は表現 が違うこ とを理解して い ない ｡

< 対策と技術 >
"

把
”

､

"

使
”

､

"

被
”

､

"

由
”

の 使 い 方を学習 し､
こ れ らの 重要な虚詞の 基本文型 ､ 文法的意

味､ 使 い 方の 要点を性格に理解 し､ 場合によ っ て は常用文型も覚える べ きで ある ｡ 用法が

基本的に 同 じ語は暗記する ｡ 基本文型を し っ か りと学ぶ と同時に ､ 混同 しそうな文型をグ

ル
ー プ分けして比較する ｡

< ポイ ン トと難 しい 点(丑>

実詞の 使い 方

< 間違えや すい 点>

方位詞 と方向動詞が具体的に方位と方向を表す こ と しか知らず､ 派生 した抽象的な使い

方を知ら ない ｡ 更 に ､ 常用連語や慣用句に接 した こと がなか っ たり ､ は っ きり覚えて い な

い と ､ 試験 の 時に手の つ けようが な い ｡

< 対策と技術>

方位詞と方向動詞の 重要な使 い 方を理解する ｡ 例文を覚える ｡

Ⅱ . 学生の 状況

学生 はとて も熱心 に学習 して い る ｡ 文法は内容が豊富か つ 複雑で ､ い く つ か の 文法用語 を
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使う こ と は避けられなか っ たが ､ 学生 は 困難を恐れず､ よく学び ､ 授業の 内容は基本的に聞

き取 っ て い た ｡

文法の 部分 は内容量が多すぎる ｡ 今日は
"

文法
”

部分 の 一 課と二 課が基本的に終了 した ｡ 明

日は第三 課と ､ その 後､ 読解を解説する ｡

家で復習 して ほ しい ｡

< 2 月2 2 日 >

Ⅰ
. 講義内容

i . 文法の 試験対策

昨日 に引き続 い て解説する ｡

文法部分 の練習 問題 ､ 復習問題 は学生に配布 した ｡

第二 課

3 つ の ポイ ン トと難 しい 点を解説した ｡ 学生が間違えや すい 点を分析 し ､ 試験 の対策と技

術 につ い て具体的に説明 した ｡

< ポイ ン トと難し い 点(釘>

重畳形式 (動詞 ､ 形容詞 ､ 名詞､ 代名詞)

< 間違えやすい 点>

動詞 ､ 形容詞 ､ 名詞 ､ 代名詞の 重畳規則を混同して しまう｡

< 対策と技術 >

動詞 ､ 形容詞 ､ 名詞 ､ 代名詞の 重畳規則を理解する ｡ 重畳形式に 関わ る細部情報に留意

する ｡

第三 課

< ポイ ン トと難しい 点④>

複文

< 間違えや すい 点 >

正しく文と文の 関係を理解する こ とがで きな い ｡ 漢字だけを見て推測 したり､ 同じ漢字

を含む接続詞 と混同したりする ｡ 同様の ､ 或 い は似 て い る文型を理解して い な い ｡

< 対策と技術 >

中国語の 複文類型を総合的に把握する ｡ 似て い る構造 の 相違を比較する ｡ 複文の 中の 接

続詞 の使 い 方に注意す る ｡

< ポイ ン トと難し い 点(訂>

語順問題
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< 間違 えや すい 点>

複雑なセ ン テ ン ス の 中で の 各部分 の 順序を把握で きず､ 多項定語の ある セ ン テ ン ス や特

殊な文型を正確 に把握で きない ｡

< 対策と技術>

典型 的な用例 に よ っ て ､ 多項定語 ､ 状況語 ､ 補語 の規則を覚える ｡ 特殊な文型を把握する ｡

< ポ イ ン ト と難しい 点⑥>

比較

< 間違えや すい 点 >

い く つ か の 比較の 形式を混同 して覚えて い る ｡

< 対策と技術>

主 な用法を知り､ 重要な文型を覚え ､ 文型の 語意を把握する ｡

ii .

"

読解
”

の 試験対策の解説

読解の 部分は全部で50 題で構成されて おり ､ 受験生 は60 分以内に解かなくて はならな い ｡

こ の 部分もや はり､ 二 部にわ たり構成され て い る ｡ 第
一 部が語桑 (20 題) ､ 第二 部が短文の読

解 (3 0 題) で ある ｡ 読解の 部分は三 課 にわ けて解説 し､ 第1 課は語嚢の 部分を ､ 第二 課と 第

三課で 短文の 読解を説明する ｡

第1 課

3 つ の ポイ ン トと難 しい 点を解説した ｡ 学生が間違 えやす い 点を分析し､ 試験の 対策と技

術に つ い て具体的 に説明 した ｡

(1) < ポイ ン トと難し い 点 >

(∋多義語 ､ 同義語

(参慣用表現

(彰文脈に よ る意味

< 間違えやすい 点>

①同義語間の ､ 或 い は多義語 の 意味の 区別が つ か な い ｡

②漢字を見 て意味を判断する ｡

< 対策と技術 >

①多義語と 同義語と慣用表現を覚える ｡

②文脈を利用する ｡

第二 課

二 つ の ポイ ン トと難しい 点を解説 した ｡

(2) < ポ イ ン トと難 しい 点>

①重要な意味を捉える ｡

(参細か い 点を捉える ｡
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< 間違えや すい 点>

(∋キ
ー

ポイ ン トを つ か め ない ｡

②情報を結び付ける ことがで きず､ 文章の 要点を捉えられな い ｡

< 対策と技術 >

Q) 大筋と キ
ー

ポイ ン トを捉え る｡

②問題文を､ 文章を読み解くカ ギ とする ｡

(彰否定形 の 問題に注意する ｡

第3 課

二 つ の ポイ ン トと難しい 点を解説 した ｡

(1) < ポイ ン トと難し い 点>

①文章の 態度 (話 し振り) と心情を体感する ｡

(参推理と判段する ｡

< 間違えやす い 点>

①文章の 中の語気 ( ニ ュ ア ン ス) ､ 語句の 傾向性を読み取れな い ｡

②作者 の 立場に立 っ て心情を体感する こ と が できな い ｡

③文章の カ ギとなる部分 と ロ ジ ッ ク がは っ きり理解できず､ 正 しい 帰納と論証を行うこ と

がで きな い ｡

< 対策と技術 >

①文章の 中の 傾向性の ある語嚢と作者の着眼点に注意する ｡

②文の 中の ロ ジ ッ ク 関係を整理する ｡

Ⅱ . 学生 の状況

学生 は とて もま じめ に学習して い る ｡ 文法は内容が複雑で ある ｡ 例題と体系的な説明を通

じ
､ 中国語の 中の 重要な文法概念をよりよ く理解 した ようだ｡ 文法と比 べ て学生の 読解能力

は極め て高い ｡ その た め ､ 読解の 部分の 単語 と短文の 読解の と こ ろ は授業が早く進んだ ｡ 授

業中は多くの 単語 ､ 文法問題を提示 したが ､ 学生 は積極的に参加 し､ よく内容を捉えて い た ｡

今日は計画 して い た こ と を全て学習 し終えた ｡ 明日 は初め に読解の 短文を見て ､ 読解の 部

分 の 復習をし､ その 後､ ｢ 総合穴埋 め+ を学習する ｡ 読解と総合穴埋め の 練習問題 はすで に､

学生 に配布 した ｡ 家で 学習して もらい た い ｡

< 2 月23 日 >

Ⅰ . 講義内容

i .読解部分 の推理 と判断に つ い て の 復習
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ii . 総合穴埋 め に つ い て の解説

総合穴埋め は H S K の 四 つ 目の 項目で ある ｡ 問題は全部で4 0 題 ､ 試験時間は3 0分で ある ｡ 給

合穴埋 め は 二 つ の 部分に わか れ ており ､ 第
一

部は単語の 空欄穴埋 め

字の 空欄穴埋 め (16 題) で構成されて い る ｡

第1 課

(1) < 五 つ の ポイ ン トと難しい 点 >

①文章全体の 意味か ら語菜を選択する

②叙述的な短文の 場合の 語菜選択

③接続詞を正確 に選択する

④類義語を分析する

⑤表面的 に似 て い る単語を分析する

(24 題) で ､ 第二 部は漠

(2) < 学生の 間違えやす い 点を分析する >

･

文章全体を読まずに選 び ､ 読ん で通 じれ ばよ い と思 っ て い る ｡

･ セ ン テ ン ス だけを見て前文の 関係を見ようと しない ｡

･

新し い 単語を覚える とき ､ 大体の 意味だけを見て ､ 語義 ･ 組み合わせ ･ 文体な どか ら他 の

類義語 と区別す る こ とを しない ｡

(3) < 主な試験対策>

･ 大きい と こ ろ か ら小 さい もの を考える ｡ 全文 一 セ ン テ ン ス ー 語嚢

･ 文章全体の 関係を理解する ｡

･ 推測 しチ ェ ッ クする ｡

･ 排除法を用 い て い く つ か の角度か ら類義語を区別する ｡

第二 課

(4) < 四 つ の ポイ ン トと難しい 点>

① どんな単語か確かめ る

(参漢字を書く

③書簡と書置きの 文体

④公示 と掲示 の 文体

(5) < 学生 の 間違えやすい 点を分析する >

①空欄が どこ に あるの か 良く見て い か ､ ｡ セ ンテ ンス の 中の 文法構造と 意味を細かく研 究 し

て い な い ｡ 文章全体を見て い ない ｡

②漢字が当て字や 日本語 の漢字を書い て しまう ｡

③よく見られ る応用文体の特徴がわ か らず､ 書き言葉や 長い 文章に驚い て しまう｡
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④関連する文化的背景を理解して い な い ｡

(6) < 主な試験対策>

①空欄の 前後を良く見る ｡

②推測 一類義語を探す｡

③問題 に答える順番は大きい と こ ろか ら小さ い と こ ろ へ と : 文章全体 一 セ ン テ ン ス ー 単語 一

漢字

④標準漢字を書く

⑤よ く見 られ る応用文書の 文型を熟知 し､ 常用単語を覚える ｡

⑥多くの 背景知識を得る ｡

Ⅱ . 学生 の状況

学生 は とて もま じめ に学習 してお り､ 積極 的に授業に参加 して い る ｡ 学生の ヒ アリ ン グ能

力は 明らか に上 がり ､ 基本 的に先生 の教授する ペ ー ス に つ い て きて ､ 積極的に問題を解き､

自ら質問を し､ 教室 の 雰囲気はと て も良好 で ある ｡ 空欄穴埋め と漢字の 穴埋め の 例題 を分析

する こ と を通 して 学生 は基 本的 に こ の 部分の 質問の 意図と ､ 回答方法を理解した ようで あ

る ｡ 回答状況か ら見ると ､ こ の 部分の学生 の把捉状況 はすばらし い ｡

今日ま で で授業計画 は全 て終了 し､ 試験対策も全て解説 した ｡ 授業終了後､ 給合穴埋 めの

部分の宿題を 出し ､ 自分 で復習するように した ｡ 明日 は模擬試験を実施する ｡

< 2 月24 日 >

Ⅰ . 講義内容

H S K 模擬試験を行 っ た ｡

Ⅱ . 学生 の状況

模擬試験 は基本的 には正 式な試験 の プロ セ ス に従 っ て 進行する ｡ 試験 は午前9 時05 分 に開

始し ､ 午前1 1 時36 分 に終了 した ｡ (途中休憩時間はな い) 試験の 準備は十分で あり､ 学生 は と

てもま じめ に試験を受け､ 全て の 試験が順調 に行われ た ｡

終了後､ 教師はた だちに添削を して成績を計算し ､ 成績表をつ けた ｡

4 . 2 . 3 模擬試験の 分析と相対的な分析

i . 4 日間の 学習を経て ､ 全 て の 学生 はH S K の 試験内容と形式に つ い て理解し､ 回答方法

を把握 した ｡ こ れ は全て の 学生の 回答方法が基本的 に正確な こ と ､ 学生 が どの ように問題解

けばよ い か､ 或い は何をする問題なの か ､ と い っ た問題 が発生 しなか っ た こ と に､ 全て の 回

答が有効であ っ た こ と ､ に表れ て い る ｡

ii
. 模擬試験 の 成績か ら見ると ､ 大多数の 学生 の 成績は基本的にH S K の 3 級の 証書を受け

取れ る水準にある ｡ なかで も幾人か は給合 的に は 5 級 の レ ベ ル に達 して い た ｡ 多くの 学生 は
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四 つ の 項目のうち､ すくなくと も
一

つ が 5 級の レ ベ ル に達 して い た ｡ 大多数が は じめて H S K

を受験 した た め ､ 練習問題を学習 した の が と ても短く､ こ の ような成績をと る の も容易で は

なか っ た と思われ る ｡

iii ､ 項目別に それ ぞれの 成績を分析すると分野別 に中国語能力に差が ある こ と が わか る ○

顕著なもの は ､ 読解の 部分が先行 し､ 文法と総合成績の 進歩は明らか に中間レ ベ ル だが ､ ヒ

アリ ン グ は悪 い ｡ こ の ような ヒ ア リ ン グカの 無さ は複数の 見地か ら確認 出来 る ｡
一 つ は全 て

の 学生の ヒ アリ ン グの 部分 の 成績が最も低か っ た こ と ､ 二 つ 目 に ヒ アリ ン グ の成績はその 他

の 部分との 点差が大き い こ とな どで ある ｡ 学生に よ っ て は ､ ヒ アリ ン グが足を引 っ 張 っ て し

まい ､ 総合成績が理想点に達 しない な どの情況 が見られ た ｡

4 . 2 . 4 学習に対する ア ドバ イス

1 .
ヒ ア リ ン グ能力を高め る ｡ 中国語 の テ

ー プを多く聞き ､ 中国語の 英語や ビデ オ を見る ｡

特に 中国人と話をする こ と が望ま し い ｡

2 . 語桑力を増や す ｡

3 . H S K を受験希望す る場合 は ､ 練習問題を多く解く ｡

(劉超英)

5 . 統合的な中国語能力とは

5 . 1 模擬試験に よ る考察

模擬試験の 結果に基 づき ､ 受験者の 中か ら典型的なサ ン プル を選 び出し､ 学生の 中国語能

力に関して分析 した ｡ その 結果 ､ 次の ような問題点が浮き彫りと な っ た ｡

5 . 1 . 1 初級者に見られる特徴

( 表1 ) に見られ る初級学習者の 場合 ､ 聴力 ( ヒ ア リ ン グ) の力が最も弱く A ､ B ともに 1

級､ 次 い で文法 (文法) で 2 級 ､ と レ ベ ル が低 い こ とが よく分か る ｡ しか し､ 読解 ( 読解)

や総合問題で は ､ 漢字か ら意味が読み取れる こ と もあり､ 初級学習者でも A は 4 級､ B は 6

級 の ス コ アを獲得して い る ｡

( 表1 )

サ ン プル ク ラス
聴力 文法 読解 総合 総合点数

点数 級 点数 級 点数 級 点数 級 点数 級

A 初級 24 1 3 6 2 48 4 48 4 1 55 3 級

B 初級 24 1 33 2 7 0 6 45 3 1 76 3 級
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5 . 1 . 2 中級者に見られ る特徴

( 表2 ) の 中級学習者の サ ン プル は ､ 初級学習者に比 べ ると ､ 総合得点が高く ､ 当然全体的

に高い 級を取得 して い る ｡ しか し
､ 分野別 に見る と､ ヒ ア リ ン グが 1 - 2 級 ､ 文法が 3 - 4

級 ､ 講読が 5 -

6 級､ 総合問題 が 4 -

7 級 とい う結果で ある ｡ つ まり ､ 総合得点にお い て は ､

明らか に初級学習者よ りも高い 学力を持 っ て い る が ､ ヒ アリ ン グ に関 して は ､ 初級学習者も

中級学習者も同様に低 い レ ベ ル にある こ と が よく分かる ｡

更 に ､ 以下に見られ る よう に中級学習者に共通 して言える こと は ､ 各分野 の バ ラ ンス が非

常に悪 い と い うこと で ある ｡ 最 も得意とする読解と ヒ アリ ン グ の ス コ アの 差が 4 級もある た

め ､
こうした分野別の 能力の 偏り に対 して ､ 厳 し い 判定基準を設 けて い るH S K で は ､ 明らか

に不得意な分野が総合評価の足 を引 っ 張る判定シス テ ム にな っ て い る ｡ その ため ､ C の よう

に例 え講読で 7 級を取 っ た として も､ 総合評価は 5 級 に下が っ て しまうの で ある ｡

( 表2 )

サ ン プル ク ラス
聴力 文法 読解 総合 総合点数

点数 級 点数 級 点数 級 点数 級 点数 級

C 中級 34 2 5 0 4 74 6 8 0 7 23 8 5 級

D 中級 36 2 43 3 70 6 6 0 5 212 4 疲

E 中級 22 1 50 4 62 5 48 4 179 3 級

以下は ､ 同じく中級ク ラス の サ ン プル で ある が ､ ( 表3 ) の ( 表2 ) と の 違 い は ､ 1 年間の

留学経験者で あると い う点で ある ｡

サ ン プル F は ､ 帰国直後で あり､ 留学中に既 に 7 級を取得して い た ｡ 帰国直後､ こ の 講座

に参加し､ 模擬試験 で は更に 1 級上 の 8 級の ス コ アを取 っ て い る ｡ G は ､ 帰国後既に ､ 2 年

以上 が経過して おり､ 留学中に 7 級を取得 して い たが ､
ヒ アリ ン グを除き多少の低下傾向が

見られる ｡ 相対的に他の 学生 よりも高ス コ アで ある こ と は明らかだが ､ 特筆す べ き ( 表1 )

(表 2 ) の 学生 と の大きな違 い は ､ 各分野間の バ ラ ンス の 良さで ある｡

( 表3 )

サ ン プル ク ラス
聴力 文法 読解 給合 総合点数

点数 級 点数 級 点数 級 点数 級 点数 級

F 中級 7 8 7 87 8 86 8 93 8 3 41 8 級

G 中級 74 7 6 3 5 70 6 75 6 28 5 6 級

5 . 1 . 3 問題点と課題

こ れらの 初級､ 中級 ､ 留学経験者の 三 タイ プを比較する によ り､ 改めて留学の 意味やⅢSI(

の 作間の 意義と い うもの に つ い て ､ そ の有効性を実感する こ と が 出来る ｡
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また ､
H S K が求め ると こ ろ の ｢ 統合的な運用能力の 必要性+ が如何に重視 され て い るの か も

よ く分か っ た ｡

以上 の こ とか ら､ 学生の 抱える 問題 と今後の教育にお ける課題が明らか にな っ てきた ｡

1 .
ヒ ア リ ン グカの不足 ｡

2 .
バ ラ ンス の 悪さ ｡

3 . 語菓力の 低さ｡

4 . ダイ レク トメ ソ ッ ドによ る教育の 経験不足 ､ な どで ある ｡

(藤田益子)

6 . ア ン ケ
ー ト調査に つ い て

今回の 講座 に つ い て ､ 問題解決の 参考とするた め ア ン ケ
ー ト調査を行 っ た ｡ ( 注: 現在回収

中で あるた め ､ す べ て の デ ー タが 出揃 っ て い るわ けで はなく中間発表で ある ｡)

Ⅰ あなた ご自身に つ い て お何 い します

質問 1 . 性別 をお答えくだ さ い

(1) 男 2 人

(2) 女 8 人

質間 2 . 学年をお答えくださ い

1 年 5 人

2 年 1 人

3 年 3 人

4 年 1 人

質間 3 . 新潟大学で所属 して い る学部をお答えくださ い

法学部 4 八

人文学部 3 人

教育人間科学部 2 人

経済学部 1 人

質間 4 . 専門の研究分野をお答えくださ い

情報文化過程 2 人

地域文化過程 1 八

苦道 1 人

物理 1 人

経営学 1 人

法律 1 人

質間 5 . 中国語の 学習暦をお 答えくださ い

5 ケ月 1 人
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9 ケ月 1 人

10 ケ月 2 人

11 ケ月 3 人

1 年11 ケ月 1 人

2 年10 ケ月 1 人

2 年11 ケ月 1 人

質間 6 . 参加したク ラス をお答えくだ さ い

(1) 初級 3 人

(2) 中級 7 人

Ⅱ 受講動機につ い て お伺い します

質問 7 . あなたが こ の講座 に参加 した理由をお答えくださ い (複数回答可)

(1) すぐれた指導を受ける こ とが 出来ると考えた か ら

(2) ダイ レク ト ･ メ ソ ッ ド ( 中国人教師によ る直説法) で勉強 したか っ たか ら

( 3) 講師の所属に魅力を感じたから

(4) 留学に必要で ある と考えたか ら

(5) 知人 に勧め られ た から (具体的に○をつ けてくださ い : 教職員 ･ 友人 ･ その 他)

一 教職員 3 人

( 6) 就職 に有利 で ある と考えたか ら

(7) 自分の学力を試してみ たか っ た か ら

( 8 ) その 他 (自由にお書きくださ い)

･ 自分に は他国の 語学が必要だと思 っ たから

Ⅲ 受講 した感想に つ い てお伺 い します

質問 8 . 講義或い は環境等に つ い て ､ どの ような印象をお持ちですか ? ( 単位 : 人)

(1) 講義は面白く ､ 刺激的であ っ た

強く思 っ た 園少し思 っ た [コ普通 まり思 わなか っ た 団思わなか っ た

(2) 開講科目の レ ベ ル は合 っ て い た

強く思 っ た 圏少し思 っ た □普通 まり思 わなか っ た 圏思 わなか っ た

(3) 教官は熱心で あり､ その教育内容は高い 水準にあ っ た

強く思 っ た 国少 し思 っ た [コ普通 あまり思わ なか っ た 国思 わなか っ た
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(4) 先生 は親しみ やすか っ た

団強く思 っ た 困少し思 っ た ロ普通 あまり思 わなか っ た 圏思 わなか っ た

(5) 教室 の 設備は充実 して い た

強く思 っ た 園少し思 っ た [コ普通 あまり思わなか っ た 随思 わなか っ た

(6) 人数は適切で あ っ た

強く思 っ た 国少し思 っ た [コ普通 あまり思わ なか っ た 圏思 わなか っ た

(7) 模擬試験 は受けて よ か っ た

団強く思 っ た 国少 し思 っ た □普通 まり思わ なか っ た 団思わなか っ た

(8) 進行速度 は適切で あ っ た

圏は やすぎた 圃少 しはやか っ た □適切 少 しおそか っ た 匪国お そす ぎた

(9) 開講時期は適切 であ っ た

団 はやす ぎた 国少 しはや か っ た □適切 少しお そか っ た 囲お そすぎた

質問 9 . 開講時期が適切 でな い と思う方は ､ 希望 の 時期をお書きください

回答者な し

質問1 0 . 教育に関する こ と で ､ お気付きに なられ た こ とがあれ ばお 書きくださ い

･ 50 分授業1 0 分休憩 の 時間割りは集中 しやすくて よか っ たです｡

･ 最初は先生 の 話の 速度が達すぎて どう しようか と思 っ た が ､ 徐 々 に慣れて きて ､ 聞き取

れる と こ ろ も増え､ よ か っ た です｡ くり返せ ぼ匿れて い くと い うこ とが わかりま した ｡

･ 授業は全部中国語で あ っ て も､ 知 っ て い る単語で あれ ばその 話すス ピ
ー ドは どうあ っ て

もか まわな い が ､ 知らな い 表現が あれば どんなに ゆ っ くり話して もわ か らな い ｡ ｢ 聴力+

の 問題 は語糞力の 問題を解決する の が先と思 われる ｡

質問1 1 . 授業内容以外の 問題で ､ お気付きになられ た ことがあれ ばお書きくださ い

回答者な し
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Ⅳ 今回の 講座 で の 勉強が プラス にな っ て い る かお伺 い します

質問1 2 .
こ の 講座 は ､ あなた にと っ て プラス に なりました か ?

(1) 授業全般に 関 して

圏 プラス 国 どちらか と い えばプラス □わ か らな い どちらか と い えば マ イ ナス

(2) ヒ ア リ ン グ に関 して

団 プラス 国 どちらか と い えばプラス ロわか らな い どちらかと い えば マ イナス

(3) 受験対策に 関して

凶 プラス 悶 どちらか と い えばプラス □わ か らな い どちらか と い えばマ イナ ス

(4) 将来的な展望 に関 して

団 プラス 園どちらか と い えばプラス □わか らな い どちらか と い えばマ イナス

質問13 . ｢ プラス にな っ て い る - 5 + ｢ どちらか と い えばプラス にな っ て い る - 4 + と回答さ

れた方に伺 い ます

特に役にな っ たもの は何ですか ? 具体的に書 い てくださ い

･ 直接中国語を聞 い て耳に慣れ る こ と ｡ 緊張感を持て る こ と ｡

･ ヒ アリ ン グと 文法の知識が特に役に立 っ た ｡

･ 聴力

･ 約
一

時間ず っ と 中国語づ けだ っ た の は初め て だ っ た の で ､ と ても い い 授業だ っ た ｡ また

ネイテ ィ ブ の 人の 話し方 ( た とえば ｢
-

下+ が頻繁に使われ て い る こ と な ど) が よくわ

か っ た ｡ ヒ ア リ ン グは とて も難しくて役に立 っ たか よくわからな い です
- -

｡

･

H S K の対策に役立 っ た と思う｡

･

H S K の対策で はなく､ た だ中国語 の 語学力を少しで もの ば した い と い う
一 心で受講 した

の ですが ､ こ の 講義を機に ､
ⅢS K を受験 して み た い とい う気にな っ た ｡

･ ほ と ん ど中国語と い う形式を日本で受けられたの は貴重 だ っ た ｡ 後練習問題がとて も多

か っ た ｡

･ H S K 対策は特に して い なか っ た の で ､ 受験対策は全般的に役に立 っ た ｡

質問14 . プラス にならなか っ た理由は どん な点になるとお考えですか ?

･ ヒ アリ ン グ は自分 があんまり単語を知らなか っ た の で勉 強不足 で した ｡

質問15 . 今後こ の ような講座 があれ ば､ また参加 した い と思 い ますか ?

(1) は い 10 人
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(2) い い え 0 人

質間16 .
い い えと答えた方は ､ その 理由をお 答えくださ い

該当者な し

質問17 . 授業実施形態は ､
こ の ような ｢ 集中講義+ と ｢ 通常授業+ の どちら の 方を希望 しま

すか ?

(1) 集中講義 7 人

(2) 通常授業 3 人

Ⅴ 今後の 希望 につ い て伺い ます

質問18 .
こ の ような留学や語学に関す る こ と で 新潟大学で行 っ て欲 し い こ と な どはあります

か ?

1

2

3

4

5

6

H S K や T O E I C 対策講座な ど､ 語学の 準備講座

ネイテ ィ ブ ( 中国語話者) によ る授業

留学先に関する政治､ 経済な ど､ 幅広 い 情報を含む準備講座

留学用 の ガイ ダンス や説明会

留学経験者 に よ る講演会

その 他｡ あれ ば具体的 に書 い て くださ い

･ 金銭面の 対処

質問19 . 今後の 留学を希望して い ますか ?

(1) は い 4 人

(2) い い え 4 人

質問2 0 . は い と答えた 方は ､

1

2

3

4

･ 200 6 年8 月
-

･ 20 07 年9 月
-

6 ケ月未満

6 ケ月以上 1 年未満

1 年以上 2 年未満

それ以上

(未定 1 人)

(未記入 1 人)

時期と留学期間 (予定) をお答えくださ い

1 人

1 人

0 人

2 人

1 人

0 人

9 人

10 人

4 人

5 人

4 人

1 人

今回の 講座を振り返 っ て ､ 特にメ ッ セ
ー

ジが あれば､ 自由にお書きくださ い

また ､ 本ア ンケ ー ト調査 に対する ご意見 ､
ご感想がありま した らお書きくださ い

･ 中国の ネイ テ ィ ブ の 先生 によ る授業だ と ､ 先生 の 話され る100 % を全て 理解する こ と は

でき か ､ けれ ど､ 推測 した り辞書で意味を調 べ なが ら授業を聞くの が面白か っ たで す｡

･ 分か ら か ､ ポ カ
- ン と い う顔を して い た の に､ 先生 の 熱心 さ と優 しさ に非常に感心 し

た ｡ か つ 感謝です｡

･ こ れか ら更に勉強 して い か なければならな い と い うこ と を実感しま した ｡ 本講座 は毎日

有意義なもの で した が ､ 以後に つ なが る学習 になり､ 満足 して い ます ｡ リス ニ ン グ､ 会
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話 にポイ ン トを置 い た特別講座な ども っ と 開講 して欲しい で す｡
･ 初日は何を言 っ て い る の か ､ ほ と ん どわか らなくて不安だっ た けれ ど､ 2 日日か ら文法

の 講義にな っ て ､ 先生が とて もわかりや すくか つ 面白く話を して くださ っ て ､ 楽しくた

め に なりま した ｡ 後 ､ 先生と実際 にほ んの 少 しだけ話 してみ て ､ まだ発音に難が ある事

に気づかさ れた の で ､ 次の ス テ ッ プに進むた め の 課題にみ えて ､ とて も良か っ たです｡

7 . まとめ

ア ン ケ ー トの 感想 か らも ､ 今回の 講座 の 内容 に対す る総体的 な評価は高か っ た と言 えよ

う｡ 学生の 問題 に感 じた 点と して は ､ ｢ 個人的な レ ベ ル と ク ラス の レ ベ ル が合わを い ( 高すぎ

る)+ ､ ｢ 進行速度が速 い+ な どがあ っ た ｡ い ずれも学生と ､ 設定ク ラス の レ ベ ル と学生個人の

レベ ル の 不適合 によ るもの である ｡ ク ラス レ ベ ル に関 して は ､ 初日､ 講師側か らも想 定して

い た学生 の レ ベ ル と の 落差 に戸惑 い が見ら れた ｡ また ､ 教室の ス ク リ ー

ン が黒板に重 な っ て

しま い ､ 同時に使用する と黒板が使用 しにく い と い う問題が指摘 された ｡ 今後の 課題 と して

は次の ようなもの が挙げられ る ｡

1 . 学生 が抱 えて い る 問題 - の 対応不足

2 . 留学後の フ ォ ロ ー

ア ッ プの 問題

3 . 教育設備 の 不足

(藤田益子)

後記

H S K の ニ
ー ズ も多様化してお り ､ 今年からは ビジネス H S K の実施など ､ 今後､ 更 なる発展

を遂げて行きそうで ある ｡ 今回は ､ 学生 の 高度な運用能力を身に付けさせ る こ と を目的とし

て ､ こ の ようなH S K の ノ ウ ハ ウを応用 した中国語の 実践講座を開設 した ｡ 北京大学の対外漢

語教育学院は ､ 従来以上 に こうした 中国国家 レ ベ ル で の 中国語教育に力を注 ぎ､ ハ イ レ ベ ル

な中国語能力の教育を行な っ て い くもの と思われる ｡

対外漢語教育学院で は ､ 中国国内で は ､
こ れまで に もH S K を指標と した講義は行な っ たが ､

国外で こ の ような講義を行な っ た の は ､ 今回が初め て の 経験 である と の こ と で あ っ た ｡ 担当

講師の 方々 か ら も､ 海外の 大学と こう した実践的な教育に関する共 同プロ ジ ェ ク トを実施す

る こ とに対 して ､ 高い 評価を得る こ と が 出来た ｡ 我々 にと っ て も､ 今後の 教育上 の 指針が明

らか にな っ た こ と は大きな利点で あ っ た ｡

また何よ り､ 受講生全員か ら､ また こ の 授業に参加した い と い うア ン ケ ー ト結果を得れ られ

た こ とは ､ こ の 上 ない 喜びで ある ｡

最後に ､ 今回の 講座 開設 に際し､ 北京大学対外漢語学院の 李暁棋院長 に ､ 大きなご支援と

ご尽力を賜 っ た こ と に つ い て ､
こ の 場を借りて感謝い た します｡
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また ､ 国際戦略本部の 高橋美保さ んに も大変お世話になりました ｡ 此処に併
せ てお 礼申し

上げます｡

(注)

1

講師略履 :

< 劉 超英 >

1 98 2年

1 98 2 - 90 年

1 9 90 - 9 3 年

1 9 93 年 修士課程修了

同年
一

現在

1 99 7 - 20 0 4 年

2 00 2 年

北京師範大学 文学学士学位取得 卒業

北京語言文化学校にて 対外中国語教育に従事

会話 クラ ス ､
ヒ ア リ ン グク ラ ス ､ 基礎中国語ク ラ ス ､ 長文読解ク ラス 等 の 語学技

能ク ラ ス の授業を担当｡ 授業と関連させ て の 様 々 な形式の 語学実践活動も行うo

北京大学対外漢語教育セ ン タ
ー 修士課程 現代中国語専攻

文学修士学位取得

北京大学対外漢語教育学院 ( 以前の対外漢語教育セ ン タ
ー ) に て対外中国語教育

に従事 ｡ 中国語総合ク ラス ､
口語クラ ス ､

ヒ ア リ ン グク ラ ス 等 の授業 を担当｡

漢語精読教育研究室副主任 ､ 主任に就任

北京大学対外漢語教育学院助教授に就任

1 9 95 - 9 6 年

1 9 97 年 8 月

大学によりタイ華僑崇聖大学 へ 派遣される ｡

中国文学 の教育に従事 ｡

国家により日本大阪
へ 派遣され る｡

漢語水平考試 ( H SI() 研修 グ ル
ー プの授業を行う ｡

1 99 9 年1 0 月
- 20 00 年 8 月 北京大学によりフ ラ ン ス

へ 派遣 される ｡

高等師範学校 にお い て 言語文学の教育研究 に従事｡

受賞歴 :

19 92 年 光華奨学金取得

1 99 7 年 北京大学優秀教育賞 を受賞

2 00 2 年 北京大学優秀教育賞を受賞

｢中華人民共和国教師+ 及び ｢対外漢語教師+ の 資格を有する

< 超 延風 >

1 991 年 9 月 - 19 9 4 年 7 月 北京大学対外漢語教育学院 在学

修士課程修了 文学修士学位取得

1 9 94 年 7 月一現在

現在

北京大学対外漢語教育学院の 教員となる ｡

中国読解クラ ス ､ 中国歴史ク ラ ス 及びH S K 関連 の ク ラス を担当o

北京大学対外漢語教育学院 講師

1 99 8 年 8 月 中国国家より日本大阪 へ 派遣 される ｡

漢語水平考試 ( H S K ) 研修グ ル
ー

プの 授業を行う｡

1 9 98 年 3 月 - 1 99 9 年 3 月 北京大学により日本大阪
へ 派遣され る ｡

H S K 教育の 研究を行う｡ H S K 練習問題集を多数出版 ｡

- 91 -



劉 超英 ･ 趨 延風 ･

藤田 益子

｢対外漠語教師+ の 資格を有す る

2

現在北京大学 へ の 合格水準は ､ ⅢSI( 7 か ら 8 級が必要と い われ る｡
3
< H S K 受験案内> に よる

i
v 2 0 04 年の 北京大学対外漢語教育学院訪問時の取材に よるもの と2 00 5 年 3 月北京大学対外漢語教育学院副
院長張英教授 による講演に基づ い た内容で ある ｡
v

原文は中国語｡ 翻訳は､ 現代社会文化研究科共生社会論専攻 1 年本間敦子 ･

藤田益子共訳によるもの で あ

る｡

な お ､ 本稿は平成1 7 年度日本学術振興会度科学研究費補助金 (基盤研究 ( c ) ( 2 ) ､ ｢ 近代か ら現代におけ
る中国語嚢の 変遷と社会的変化の 関連性

一

北京語を基軸と して
-

+ ､ 課題番号1 55 2 02 4 7) 及 び(基盤研究( c )
( 1 ) ､ ｢ 中国語の コ ー パ ス 構築お よび近世中国語 テキ ス トの 計量言語学的研究+ ､ 課題番号1 55 2 02 69) の 成
果 の

一

部 で ある｡
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授業風景
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